
翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（三）

一
一

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
の
手
錢
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
俳
諧
資
料

の
中
か
ら
、不
識
庵
節
山
著
『
誹
諧
之
伝
系
』（
写
本
一
巻
）、広
瀬
百
蘿
著
『
蕉

門
誹
諧
大
意　

ふ
も
と
の
塵
』（
写
本
一
冊
）、百
花
井
宇
鹿
著
『
俳
諧
十
五
篇
』

（
写
本
一
冊
）
を
翻
刻
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

手
錢
家
は
、
貞
享
年
間
に
大
社
に
移
り
住
ん
だ
喜
右
衛
門
長
光
（
寛
文
二
年

～
寛
延
二
年
）
を
祖
と
す
る
商
家
で
、
町
役
の
大
年
寄
を
長
く
勤
め
た
。
歴
代

の
当
主
は
文
芸
に
も
関
心
を
寄
せ
、
和
歌
・
漢
詩
・
俳
諧
に
熱
心
で
あ
っ
た
。

　

出
雲
俳
壇
と
い
え
ば
、
去
来
の
甥
と
さ
れ
る
水
鶏
坊
空
阿
の
伝
授
を
受
け
た

広
瀬
百
蘿
（
享
保
十
八
年
？
～
享
和
三
年
？
）
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
（
大
礒

義
雄
『
岡
崎
日
記
と
研
究
』（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
昭
和
50
年
10
月
）、「
高

見
本『
岡
崎
日
記
』『
元
禄
式
』の
出
現
と
去
来
門
人
空
阿
・
空
阿
門
人
百
羅
」（『
連

歌
俳
諧
研
究
』
87
、
平
成
６
年
７
月
）
参
照
）。
広
瀬
家
の
系
譜
は
、
子
の
日
々

庵
浦
安
、孫
の
蘭
々
舎
茂
竹
と
続
き
、手
錢
家
の
歴
代
、白
澤
園
季
硯
（
三
代
）、

徳
園
人
冠
李
（
季
硯
弟
）、
敬
慶
（
四
代
）、
衝
冠
斎
有
秀
（
五
代
）
と
と
も
に
、

大
社
の
俳
壇
を
リ
ー
ド
し
た
（
両
家
に
は
血
縁
関
係
も
あ
っ
た
）。

　

本
稿
で
翻
刻
す
る
資
料
の
う
ち
、『
誹
諧
之
伝
系
』
は
、
淡
々
系
の
俳
人
で

あ
る
不
識
庵
節
山
が
、
岱
青
楼
冠
李
（
季
硯
弟
）
に
与
え
た
俳
人
の
系
譜
で
、

冠
李
が
節
山
に
入
門
し
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ

る
。
ま
た
、『
蕉
門
誹
諧　

ふ
も
と
の
塵
』
は
、
著
者
名
を
明
ら
か
に
記
し
て

い
な
い
が
、
広
瀬
百
羅
の
著
作
と
推
定
さ
れ
、
大
社
の
俳
人
た
ち
が
共
有
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
俳
諧
観
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
と
し
て
貴
重
で

あ
る
。
さ
ら
に
、『
俳
諧
発
句
十
五
篇
』
は
、
宇
鹿
の
編
著
と
し
て
知
ら
れ
る

「
俳
諧
発
句
十
六
篇
」「
俳
諧
付
句
十
四
体
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
、
同
書
の
流

布
を
具
体
的
に
示
す
一
伝
本
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

〈
凡
例
〉

　

翻
刻
に
あ
た
り
、
私
に
句
読
点
を
補
い
、
改
行
は
適
宜
改
め
た
。
濁
点
は
原

本
の
通
り
と
し
、
異
体
字
は
概
ね
通
行
の
字
体
に
あ
ら
た
め
た
が
、
一
部
原
本

の
表
記
を
残
し
た
。
ま
た
、「
ゟ
」
は
、「
よ
り
」
と
あ
ら
た
め
た
。

　

原
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に　

」
を
つ
け
、（　

）
内

に
そ
の
丁
数
お
よ
び
表
・
裏
（
オ
・
ウ
）
を
示
し
た
。

　

誤
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
原
文
ど
お
り
に
翻
刻
し
、
適
宜
そ
の
傍
に
「（
マ

マ
）」を
付
し
た
。虫
損
部
分
を
推
定
で
読
ん
だ
箇
所
は「（
虫
損
）」と
傍
記
し
た
。

ま
た
、
難
読
の
箇
所
は
□
で
示
し
た
。
書
き
損
じ
を
直
し
て
あ
る
箇
所
は
、
直

し
た
方
を
本
文
と
し
て
示
し
、
い
ち
い
ち
注
記
を
し
な
か
っ
た
。

　

参
考
の
た
め
、
原
本
の
図
版
を
最
後
に
示
し
た
。

翻
刻
・
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
伝
書
（
三
）

― 

手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
六
） 

―

伊
藤　

善
隆
ａ

ａ
湘
北
短
期
大
学
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

俳
諧　

手
錢
季
硯　

手
錢
冠
李　

広
瀬
百
蘿　

不
識
庵
節
山　
『
誹
諧
之
伝
系
』

『
蕉
門
誹
諧
大
意　

ふ
も
と
の
塵
』　
『
俳
諧
十
五
篇
』　
「
俳
諧
発
句
十
六
篇
」

「
俳
諧
付
句
十
四
体
」
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一
二

　
　
　

一
、『
誹
諧
之
伝
系
』

〈
解
題
〉

　

本
書
は
、「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
と
お
り
、
淡
々
系
の
不
識
庵
節
山
が
、

岱
青
楼
冠
李
（
季
硯
弟
）
に
与
え
た
系
譜
で
あ
る
。
現
在
は
マ
ク
リ
の
状
態
だ

が
、本
来
は
巻
子
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
本
紙
の
縦
皺
が
、

そ
の
推
測
の
裏
付
け
と
な
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
百
蘿
が
去
来
の
伝
を
出
雲
に
持
ち
帰
る
以
前
の
大

社
の
俳
人
た
ち
の
動
向
に
つ
い
て
、
知
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。

し
か
し
、
近
年
の
調
査
の
結
果
、
手
錢
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
誹
要
辨
』『
俳

諧
す
が
た
見
』
の
両
書
に
よ
っ
て
、
元
文
四
年
の
夏
か
ら
秋
頃
に
、
節
山
が
大

社
に
滞
在
し
て
、
地
元
の
俳
人
た
ち
に
俳
諧
を
教
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
（『
手
錢
家
資
料
を
活
用
し
た
江
戸
時
代
の
出
雲
文
化
の
発
掘
と
再
生

事
業
』
公
益
財
団
法
人
手
錢
記
念
館
、
平
成
27
年
３
月
、
お
よ
び
本
誌
三
十
五

号
・
三
十
六
号
所
収
拙
稿
参
照
）。
さ
ら
に
、昨
年
、手
錢
記
念
館
学
芸
員
の
佐
々

木
杏
里
氏
に
よ
っ
て
、手
錢
家
御
所
蔵
の
資
料
の
中
か
ら
本
書
が
発
見
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
冠
李
と
節
山
が
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
資
料
と
し

て
大
変
貴
重
で
あ
る
。

　

宗
匠
が
系
譜
の
類
を
弟
子
に
与
え
る
こ
と
は
、
諸
系
統
の
俳
人
た
ち
に
し
ば

し
ば
類
例
が
あ
る
。
内
容
は
概
ね
本
書
と
同
様
の
も
の
だ
が
、
系
統
に
よ
り
名

称
や
形
式
に
多
少
の
違
い
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
誹
諧
相
伝
系
統
」
や
「
誹

諧
相
承
血
脈
」
な
ど
と
い
う
名
称
の
も
の
が
あ
っ
た
り
、
系
譜
を
示
し
た
後
に

加
え
る
句
や
文
も
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　

管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
淡
々
が
弟
子
に
与
え
て
い
た
系
譜
は
、「
誹
諧

之
伝
系
」
と
い
う
名
称
で
、
系
譜
を
示
し
た
後
に
、
俳
号
の
文
字
を
詠
み
込
ん

だ
五
言
対
聯
と
発
句
を
添
え
る
形
を
取
る
。
ま
さ
に
、
本
書
も
、
そ
の
特
徴
が

淡
々
の
も
の
と
一
致
す
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
な
お
、
系
譜
に
添
え
ら
れ
た
発

句
の
「
正
す
へ
し
道
の
冠
」
と
は
、
諺
の
「
李
下
に
冠
を
正
さ
ず
」
を
踏
ま
え

た
表
現
で
、
冠
李
の
「
李
」
を
暗
示
す
る
の
だ
ろ
う
。

〈
書
誌
〉書

型
…
… 

写
本
（
節
山
自
筆
）。
一
枚
（
も
と
は
巻
子
本
か
）。
一
八
・
八

糎
×
九
三
・
八
糎
（
紙
継
ぎ
な
し
）。

字
高
…
… 

一
三
・
〇
糎
（「
△
誹
諧
之
伝
系
」
を
計
測
）、一
六
・
五
糎
（「
な

を
向
上
の
一
路
に
遊
ん
て
」
を
計
測
）。

備
考
…
… 「
△
」「
∴
」
と
系
譜
を
示
す
線
、
お
よ
び
訓
点
は
朱
筆
で
記
さ

れ
て
い
る
。

〈
翻
刻
〉

　
　
　

△
誹
諧
之
伝
系

　
　
　

貞
徳
─
┐

　
　

∴　
　
　

├
┐

　
　
　

季
吟
─
┘
│

　
　
　

┌
─
─
─
┘

　
　
　

└
芭
蕉
翁
─
桃
青
┐

　
　
　

┌
─
─
─
─
─
─
┘

　
　
　

└
宝
晋
斎
─
其
角
┐

　
　
　

┌
─
─
─
─
─
─
┘

　
　
　

└
半
時
庵
─
淡
々
┐

　
　
　

┌
─
─
─
─
─
─
┘

　
　
　

├
香
稲
庵
─
竿
秋

　
　
　

│

　
　
　

└
不
識
庵
─
節
山
┐

　
　
　

┌
─
─
─
─
─
─
┘

　
　
　

└
岱
青
楼　

冠
李



翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（三）

一
三

　
　

浮
―

雲
連
リ二

海
―

岱ヽ
ニ一

　
　

平
―

野
入
ル二

青ヽ
―

徐
ニ一

　
　

正
す
へ
し
道
の
冠
青
あ
ら
し

　
　

な
を
向
上
の
一
路
に
遊
ん
て
、
濁
底
の
筆
妙
を
得
た
ま
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

不
識
庵

　
　

 

元
文
四
年
己　
　

未　
［
花
押
]

　
　
　
　

五
月
十
四
日

　
　
　

門
生

　
　
　
　

冠
李
丈

　
　
　

二
、『
蕉
門
誹
諧
大
意　

ふ
も
と
の
塵
』

〈
解
題
〉

　

署
名
は
な
い
が
、
広
瀬
百
蘿
の
著
作
と
推
定
さ
れ
る
伝
書
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
本
文
中
に
「
伝
書
の
事
は
、
二
条
家
の
歌
道
に
、
三
重
之
御
伝
授
あ
り
。

誹
諧
も
、
又
和
歌
の
一
体
よ
り
出
た
れ
は
、
ひ
そ
か
に
三
重
の
伝
法
を
立
て
、

修
行
の
次
第
を
し
る
事
也
。
初
重
、
二
重
、
三
重
を
経
て
、
誹
諧
之
奥
秘
、
皆

伝
也
」（
一
一
丁
裏
～
一
二
丁
表
）
と
あ
る
が
、
こ
の
「
初
重
、
二
重
、
三
重
」

の
「
初
重
」
と
は
、
百
蘿
の
著
作
で
あ
る
『
極
秘
誹
諧
初
重
伝
』
を
指
す
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
極
秘
誹
諧
初
重
伝
』
は
、
巻
一
の
み
が
手
錢
記
念
館
に
伝
存
し
て
お
り
、

す
で
に
本
誌
三
十
五
に
翻
刻
し
た
。
翻
刻
し
た
際
に
は
、
著
者
を
明
ら
か
に
で

き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
大
社
町
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た
百
蘿
の
顕
彰
展

（
昭
和
37
年
11
月
３
日
～
５
日
、
大
社
町
公
民
館
）
の
冊
子
（『
広
瀬
百
蘿
顕
彰

展
記
念
誌
』）
に
記
載
さ
れ
た
展
示
資
料
リ
ス
ト
の
中
に
、「
誹
諧
初
重
伝
一
、

二
、三
、
誹
諧
正
風
伝
四
、四
冊　

百
蘿
翁
の
自
筆
著
書
」
と
あ
る
の
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
「
ひ
そ
か
に
三
重
の
伝
法
を
立
て
」
と
言
っ
て
い
る
著

者
は
、
つ
ま
り
『
極
秘
誹
諧
初
重
伝
』
の
著
者
と
同
一
人
物
、
す
な
わ
ち
百
蘿

で
あ
る
と
推
定
で
き
よ
う
（
な
お
、『
初
重
伝
』
の
巻
二
・
三
、
そ
し
て
『
二
重

伝
』『
三
重
伝
』
の
伝
存
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
）。

　

ま
た
、
や
は
り
本
文
中
に
見
え
る
「
他
門
に
対
し
て
、
一
言
も
論
す
へ
か
ら

す
」（
一
二
ウ
）や「
他
門
に
対
し
て
論
す
へ
か
ら
す
」（
巻
末
）と
い
う
文
言
は
、

『
極
秘
誹
諧
初
重
伝
』
に
「
他
門
ニ
洩
サ
ヌ
様
ニ
シ
テ
、
随
分
大
切
ニ
致
ス
事
」

（
巻
末
）
と
あ
っ
た
り
、『
蕉
門
発
句
十
五
味
』（
本
誌
三
十
五
号
に
翻
刻
）
に
「
必

他
門
に
漏
脱
あ
る
へ
か
ら
す
」（
巻
頭
）、「
他
門
に
対
し
て
論
す
へ
か
ら
す
」（
巻

末
）
と
あ
っ
た
り
す
る
よ
う
に
、
百
蘿
の
伝
書
に
特
徴
的
な
表
現
で
あ
る
。
ま

た
、
い
ず
れ
も
、
と
く
に
美
濃
派
に
批
判
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
、
本
書
を

百
蘿
の
著
作
で
あ
る
と
す
る
傍
証
に
な
る
。

　

さ
て
、
本
書
が
百
蘿
の
著
作
で
あ
る
と
す
る
と
、
つ
ぎ
に
注
目
さ
れ
る
の
は

「
先
師
（
芭
蕉
）
は
元
禄
七
年
の
僊
化
に
し
て
、
予
は
享
保
十
八
年
の
生
な
れ
は
、

年
歴
を
隔
つ
る
事
、
既
に
三
十
八
年
也
」（
二
丁
裏
）
と
い
う
記
述
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、百
蘿
の
生
没
年
は
、こ
れ
ま
で
に
も
諸
説
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
な

お
、
享
保
十
八
年
は
元
禄
七
年
の
三
十
九
年
後
だ
か
ら
、「
隔
つ
る
事
、
既
に

三
十
八
年
也
」
と
は
、
文
字
通
り
「
隔
」
て
た
年
数
を
言
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
）。
以
下
、
簡
単
に
諸
説
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

① 

享
保
十
六
年
生
、
享
和
三
年
没
、
七
十
二
歳
説
…
『
広
瀬
百
蘿
顕
彰
展
記
念

誌
』。
た
だ
し
、こ
の
数
字
に
は
矛
盾
が
あ
っ
て
、生
年
が
正
し
い
と
す
る
と
、

享
和
二
年
没
と
な
る
。

② 

享
和
三
年
没
、
七
十
一
歳
説
…
桑
原
視
草
『
出
雲
俳
壇
の
人
々
』（
だ
る
ま
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一
四

堂
書
店
、
昭
和
56
年
８
月
）
に
『
雲
陽
人
物
誌
』
を
引
用
し
て
「
享
和
三
の

七
月
廿
四
日
齢
算
七
十
一
に
て
卒
ス
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
同
書
に

「
北
広
家
の
家
系
帳
」
を
引
用
し
て
「
享
和
癸
亥
（
三
年
）
七
月
廿
四
日　

七
十
一
才
卒
す
」と
あ
る
。と
い
う
こ
と
は
、享
保
十
八
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

③ 

享
和
二
年
没
、七
十
一
歳
説
…
山
﨑
真
克
『
椎
の
本
花
叔
編
『
雲
陽
人
物
誌
』

翻
刻
』（
私
家
版
、
平
成
25
年
９
月
）
は
、
島
根
県
立
図
書
館
蔵
本
を
底
本

と
す
る
が
、「
享
和
二
戌
七
月
廿
四
日
齢
算
七
十
一
ニ
テ
卒
す
」
と
あ
っ
て
、

前
掲
桑
原
氏
所
引
の
『
雲
陽
人
物
誌
』
と
没
年
が
異
な
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

享
保
十
七
年
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

④ 

享
保
十
年
生
、
七
十
一
歳
没
説
…
百
蘿
の
追
善
集
『
あ
き
の
せ
み
』（
文
化

二
年
跋
）
に
載
る
「
枕
言
葉
」（
衝
冠
斎
有
秀
）
に
は
「
古
翁
（
芭
蕉
）
は

元
禄
七
年
の
迁
化
、
師
（
百
蘿
）
は
享
保
十
年
の
生
れ
な
れ
ば
年
暦
四
十
四

年
を
隔
つ
」
と
あ
り
、
同
じ
く
「
蓑
笠
翁
終
焉
之
記
」（
松
茂
亭
露
麿
）
に

は
「
七
十
一
歳
」
で
亡
く
な
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
数
字
に
は

矛
盾
が
あ
る
。
元
禄
七
年
か
ら
四
十
五
年
後
は
元
文
四
年
で
あ
っ
て
、
享
保

十
年
で
は
な
い
。
元
禄
七
年
か
ら
享
保
十
年
は
三
十
一
年
後
だ
か
ら
、「
三
十

年
を
隔
つ
」
と
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
仮
に
、
享
保
十
年
生
で
七
十
一

歳
没
だ
と
す
る
と
没
年
は
寛
政
七
年
。
元
文
四
年
生
で
七
十
一
歳
没
だ
と
す

る
と
没
年
は
文
化
六
年
に
な
る
（『
あ
き
の
せ
み
』
は
『
山
陰
研
究
』
第
七

号
に
翻
刻
）。

以
上
の
う
ち
、
生
年
が
本
書
と
一
致
す
る
の
は
②
で
あ
る
。
本
書
に
は
（
当
然

な
が
ら
）
没
年
に
関
す
る
記
載
が
な
く
、
た
だ
ち
に
②
が
正
し
い
と
す
る
の
は

躊
躇
さ
れ
る
が
、
百
蘿
自
身
が
享
保
十
八
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
と
記
し
て
い
る

点
は
、
今
後
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
上
で
貴
重
な
情
報
と
な
ろ
う
。

〈
書
誌
〉書

型
…
… 

写
本
。
大
本
一
冊
。

表
紙
…
… 

砥
粉
色
地
花
紋
散
ら
し
。
縦
二
五
・
九
糎
×
横
一
八
・
一
糎
。

題
簽
…
… 

左
肩
無
辺
、
模
様
入
り
料
紙
（
上
方
は
青
緑
色
、
下
方
は
黄
色

で
刷
る
）。「
蕉
門
誹
諧
大
意 

ふ
も
と
の
塵　

全
」
と
墨
書
。

見
返
し
… 

白
紙
。

本
文
…
… 

毎
半
葉
六
行
二
十
三
字
内
外
。

字
高
…
… 

二
一
．
〇
糎
（
本
文
一
行
目
「
粤
に
…
ふ
た
ゝ
ひ
」
を
計
測
）。

丁
数
…
… 

全
二
四
丁
（
墨
付
き
二
二
丁
）。

奥
書
…
… 

年
記
「
安
永
六
丁
酉
歳
仲
春
十
二
日
」。

備
考
…
… 「
○
」
印
は
、書
い
た
も
の
で
は
な
く
捺
し
た
も
の
で
あ
る
（
筆

軸
の
後
端
か
何
か
で
捺
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）。

〈
翻
刻
〉

　
　

蕉
門
誹
諧
大
意　

ふ
も
と
の
塵　

全 

」（
表
紙
・

題
簽

）

　
　
（
白
紙
） 

」（
見
返
し

）

　
　
（
白
紙
） 

」（
遊
紙
一
丁

）

 

粤
に
蕉
門
の
学
友
こ
ゝ
ろ
さ
し
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
ふ
た
ゝ
ひ
二
見
の
文
台

を
ひ
ら
き
、
此
道
す
き
や
う
あ
ら
ん
こ
と
を
庶
幾
せ
ら
る
ゝ
に
ま
か
せ
、
こ

と
し
き
さ
ら
き
の
中
の
二
日
、
先
師
芭
蕉
翁
の
影
前
に
香
花
を
さ
ゝ
け
て
、

を
の
〳
〵
上
達
の
冥
助
を
仰
く
。
千
里
の
道
も
一
歩
よ
り
は
し
ま
り
、
万
仭

の
山
も
一
塵
よ
り
な
れ
る
を
、
い
ま
た
一
簣
を
な
さ
す
し
て
や
む
は
、
我
や

む
な
り
と
い
へ
り
。
道
に
し
の
き
て
名
な
き
も
の
は
」（
一オ

）
庸
夫
に
等
し
く
、

法
に
す
ゝ
み
て
名
あ
る
も
の
は
古
賢
に
は
ち
す
。
さ
れ
は
、
後
葉
に
名
を
残

す
を
人
間
の
本
意
と
す
。
た
ま
〳
〵
後
の
世
に
し
ら
る
ゝ
も
の
は
唯
和
歌
の

人
の
み
な
り
と
い
へ
れ
と
、
宗
祇
、
宗
長
は
連
歌
に
名
を
残
し
、
貞
室
、
芭
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一
五

蕉
は
誹
諧
に
名
を
残
せ
り
。
我
輩
の
お
ろ
か
な
る
も
、
常
に
ひ
し
り
の
教
誡

を
守
り
て
、
心
に
昼
夜
を
捨
た
る
も
の
は
、
筑
波
の
雫
も
つ
も
り
て
は
渕
と

な
り
、
濫
觴
の
流
れ
も
終
に
底
な
し
と
き
け
は
、
な
と
か
一
句
の
玄
妙
な
か

ら
さ
ら
ん
と
、
ひ
そ
か
に
」（
一ウ

）
同
志
を
励
ま
し
て
、
今
や
家
法
の
廿
五
條

を
記
し
、
次
に
教
誡
五
十
箇
條
を
附
録
し
て
、
同
調
修
行
の
階
梯
と
な
す
。

他
門
に
む
か
ひ
て
異
論
す
へ
か
ら
す
。

〇 

蕉
門
に
お
ゐ
て
は
、
芭
蕉
翁
の
道
法
を
守
り
、
其
正
風
を
つ
と
む
る
に
よ
り

て
、是
を
先
師
と
称
す
る
事
也
。
か
る
か
ゆ
へ
に
、我
家
に
お
ゐ
て
は
、何
々

の
流
と
い
は
す
し
て
、
唯
蕉
門
と
の
み
称
す
る
法
な
れ
は
、
我
と
も
か
ら
は
、

皆
翁
の
弟
子
と
心
得
て
、
万
世
ま
て
も
蕉
門
と
い
ふ
事
、
自
門
の
通
称
と
定

む
へ
し
。
あ
る
人
の
曰
、
は
せ
を
と
」（
二オ

）
吾
子
と
は
同
時
の
人
に
あ
ら
す
。

然
る
に
、
是
を
先
師
と
称
す
る
は
、
偽
に
し
て
正
道
な
ら
す
と
い
へ
り
。 

予
答
て
曰
、
先
師
は
元
禄
七
年
の
僊
化
に
し
て
、
予
は
享
保
十
八
年
の
生
な
れ

は
、
年
歴
を
隔
つ
る
事
、
既
に
三
十
八
年
也
。
し
か
れ
と
も
、
其
道
を
学
ひ
、

其
法
を
守
り
、
其
風
を
し
た
ふ
ゆ
へ
に
、
我
師
匠
と
尊
む
へ
き
は
此
翁
よ
り

外
に
は
な
し
。
い
と
お
ほ
け
な
き
事
な
れ
と
も
、
其
古
例
を
尋
ぬ
る
に
、
人

麿
公
と
貫
之
公
は
、
年
歴
百
六
十
年
を
隔
つ
れ
と
も
、
貫
之
公
の
書
給
へ
る

古
今
の
序
に
、
先
師
柿
本
の
大
夫
と
あ
り
。
是
、
先
師
と
書
へ
き
の
」（
二ウ

）

證
明
也
。
さ
れ
は
、
先
師
の
誹
諧
は
、
万
古
不
易
の
正
風
な
れ
は
、
千
載
の

後
ま
て
も
、
此
風
義
に
習
ふ
へ
き
也
。
今
、
世
上
の
誹
諧
も
、
多
く
は
芭
蕉

の
末
な
れ
と
も
、
其
時
〳
〵
の
宗
匠
の
流
行
変
風
に
習
ふ
か
ゆ
へ
に
、
其
角
、

支
考
、
野
坡
な
と
い
へ
る
流
々
の
名
目
お
こ
り
て
、
〽
し
や
れ
〽
化
鳥
〽
い

や
み
、
と
て
世
に
さ
ま
〳
〵
の
う
き
名
あ
り
。
蕉
門
に
お
ゐ
て
い
む
事
の
第

一
也
。

〇 

蕉
門
の
誹
諧
は
、
正
風
体
也
。
正
風
と
い
ふ
は
、
其
も
と
歌
道
の
名
目
也
。

さ
れ
は
、
先
師
の
誹
諧
は
、
貞
徳
前
後
の
変
風
を
は
な
れ
て
、」（
三オ

）
ふ
た
ゝ

ひ
歌
道
の
誹
諧
を
お
こ
し
給
へ
り
。
ゆ
へ
に
、
和
歌
の
正
風
、
誹
諧
の
正
風
、

其
も
と
ひ
と
つ
也
。
世
に
正
風
の
誹
諧
と
い
ふ
は
、
先
師
の
は
し
め
て
お
こ

さ
れ
た
る
や
う
に
心
得
た
る
人
あ
れ
と
も
、
左
に
あ
ら
す
。
世
の
変
風
あ
ら

た
め
て
、
古
代
の
正
風
に
立
直
し
給
へ
り
。
た
と
へ
は
、
頓
阿
法
師
出
て
和

歌
の
変
風
を
ふ
た
ゝ
ひ
正
風
に
戻
さ
れ
し
と
同
し
事
な
り
。
ゆ
へ
に
、
芭
蕉

は
、正
風
誹
諧
の
元
祖
に
は
あ
ら
す
。
仏
家
に
い
は
ゆ
る
中
興
開
山
の
類
也
。

さ
れ
は
、
正
風
体
と
い
ふ
は
、
歌
道
よ
り
出
て
、
尤
ふ
か
き
習
ひ
あ
る
事
也
。

今
時
世
上
の
誹
諧
師
、
口
に
正
風
と
」（
三ウ

）
い
へ
と
も
、
正
風
に
あ
ら
す
。

実
に
正
風
の
本
意
を
し
れ
る
人
は
、
稀
な
る
へ
し
。
此
こ
ろ
も
、
美
濃
派
の

点
者
と
も
、
自
古
を
正
風
の
誹
人
と
名
乗
れ
と
も
、
あ
る
ひ
は
六
部
宿
、
あ

る
ひ
は
千
松
嶋
な
と
の
た
く
ひ
、
正
風
に
そ
む
き
た
る
句
多
し
。
是
等
は
、

実
に
正
風
を
し
ら
ぬ
ゆ
へ
也
。
又
、
此
こ
ろ
の
人
の
心
に
は
、
正
風
の
句
と

い
ふ
は
、
唯
よ
く
人
の
耳
に
通
し
て
、
ひ
と
へ
に
安
ら
か
な
る
句
を
い
ふ
と

思
へ
り
。
夫
は
地
句
と
い
ふ
物
に
て
こ
そ
あ
れ
、
正
風
体
と
い
ふ
物
に
は
あ

ら
す
。
又
、
あ
る
人
の
心
得
に
は
、
物
に
つ
く
ろ
ひ
な
く
、
餝
り
な
く
、
唯

あ
り
の
ま
ゝ
な
る
」（
四オ

）
事
を
い
ふ
物
と
心
得
て
、
門
人
の
花
見
に
行
時
の

は
な
む
け
に
、
〽
ま
つ
そ
〳
〵
吉
野
の
花
に
長
居
す
な
、
と
い
ふ
句
を
送
れ

り
。
是
、
少
も
つ
く
ろ
ひ
な
く
、
か
さ
り
な
く
、
あ
り
の
ま
ゝ
な
る
所
か
、

正
風
の
む
ね
な
り
と
て
、　

門
人
こ
そ
り
て
も
て
は
や
せ
り
。
然
る
に
、
あ

る
人
、
是
を
難
す
。
彼
人
、
も
し
富
士
の
雪
見
に
行
時
な
ら
は
、
〽
ま
つ
そ

〳
〵
富
士
の
雪
見
て
長
居
す
な
、
と
も
い
は
ん
か
。
又
、
上
京
の
餞
別
な
ら

は
、
〽
ま
つ
そ
〳
〵
都
の
花
に
長
居
す
な
、
な
と
も
あ
る
へ
し
。
か
や
う
な

る
は
、
誠
の
正
風
と
は
い
ふ
へ
か
ら
す
。
先
師
の
口
伝
に
、
法
楽
画
賛
の
句

法
あ
り
。
定
家
の
賛
を
西
行
に
も
」（
四ウ

）
用
ひ
、
西
行
の
賛
を
定
家
に
も
用

ゆ
る
様
な
る
は
、
甚
つ
た
な
き
事
也
と
見
え
た
り
。
餞
別
の
句
と
て
も
、
此

心
也
。
吉
野
を
富
士
に
替
、
富
士
を
都
に
替
て
、
諸
方
の
間
に
合
す
る
様
な

る
は
、
す
へ
て

（
虫
損
）初
学
の
句
作
に
し
て
、
功
者
の
句
と
は
い
ふ
へ
か
ら
す
。
正

風
は
唯
自
然
の
句
か
よ
し
と
て
、
文
華
の
か
さ
り
も
な
く
、
あ
り
の
ま
ゝ
な
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一
六

る
事
の
み
を
い
ふ
は
、
却
て
偏
見
変
風
也
。
此
事
、
愚
問
賢
註
に
明
弁
あ
り
。

正
風
変
風
の
義
論
、
是
に
つ
ゝ
ま
る
也
。
先
師
誹
諧
の
正
風
も
、
此
外
に
は

あ
ら
す
。
然
に
、
誹
諧
の
正
風
と
い
ふ
は
、
芭
蕉
一
人
の
」（
五オ

）
正
風
に
て
、

歌
道
の
正
風
と
は
格
別
の
事
な
り
と
、
誹
諧
一
分
の
我
意
を
た
つ
る
輩
は
、

蕉
門
の
人
と
は
い
ふ
へ
か
ら
す
。
或
は
、
誹
諧
師
は
つ
く
ろ
は
ぬ
か
よ
し
と

て
我
侭
気
随
な
る
放
逸
風
を
好
ミ
、
事
そ
け
た
る
様
を
の
み
よ
し
と
思
へ
る

狂
客
の
類
、
世
に
多
し
。
是
、
偏
に
邪
師
に
し
た
か
ふ
ゆ
へ
に
、
終
に
は
異

風
者
と
な
る
事
也
。
正
風
の
本
意
は
、
左
に
あ
ら
す
。
先
師
の
行
状
を
伝
へ

き
く
に
、
礼
義
正
し
く
言
語
う
つ
く
し
く
、
貞
固
正
直
を
む
ね
と
し
て
、
物

の
あ
は
れ
は
ふ
か
く
、
己
を
高
ふ
ら
す
、
人
を
侮
と
ら
す
、
温
潤
に
し
て
、

柔
和
な
り
し
道
者
也
。」（
五ウ

）
か
る
か
ゆ
へ
に
、
蕉
門
の
学
者
は
、
句
作
は

勿
論
、
平
日
の
行
様
も
、
す
へ
て
先
師
の
徳
行
に
習
ひ
て
、
文
句
も
言
語
も

し
ほ
り
あ
る
様
に
、
今
日
を
つ
ゝ
し
む
事
、
専
要
也
。

〇 

誹
諧
と
い
へ
は
、
猥
に
俗
語
を
い
ひ
ち
ら
す
物
の
様
に
心
得
た
る
人
あ
り
。

他
門
異
風
の
教
は
し
ら
す
、
正
風
の
句
作
に
は
、
求
て
用
ゆ
る
事
を
好
ま
す
。

但
、
一
向
捨
る
に
は
あ
ら
す
。
俗
語
を
選
む
と
い
ふ
口
伝
あ
り
。
此
撰
む
と

い
ふ
事
、
た
や
す
か
ら
す
。
功
成
の
後
は
、
自
然
に
悟
入
す
へ
き
也
。
先
師

に
、
た
ま
〳
〵
、
〽
の
つ
と
、
〽
ど
ん
み
り
と
、
〽
見
せ
う
ぞ
、
〽
せ
う
も

の
、
〽
へ
ば
り
」（
六オ

）
つ
き
、
な
と
の
俗
語
あ
れ
と
も
、
格
別
の
事
に
て
、

是
等
は
一
代
に
一
句
也
。
た
と
へ
は
、
和
歌
に
〽
て
こ
ら
さ
と
い
へ
る
詞
あ

り
。
古
言
な
れ
と
も
、
よ
き
詞
に
あ
ら
す
。
近
代
に
て
は
、
後
西
院
御
製
に

一
首
あ
り
。
又
、
後
水
尾
院
御
製
に
一
首
あ
り
て
、
を
の
〳
〵
御
一
代
の
う

ち
に
二
首
と
は
な
し
。
先
師
の
へ
ば
り
つ
き
も
、
誹
諧
に
お
ゐ
て
一
代
一
句

也
。
又
、
俗
談
平
話
を
あ
つ
か
ふ
と
い
ひ
、
俗
中
に
居
て
俗
を
正
す
と
い
へ

る
は
、
猶
ふ
か
く
ゆ
へ
あ
る
事
也
。
猥
に
俗
語
を
好
む
事
に
は
あ
ら
す
。

〇 

正
風
の
誹
諧
は
、
今
の
世
に
い
ひ
ち
ら
す
こ
と
き
雑
口
の
歌

（
虫
損
）に

は
」（
六ウ

）
あ

ら
す
。
其
も
と
和
歌
の
一
体
よ
り
出
た
れ
は
、
心
は
向
上
の
一
路
に
遊
ひ
、

句
作
に
し
ほ
り
を
用
る
事
、
即
先
師
の
口
伝
に
し
て
、
是
正
風
の
眼
目
也
。

〇 

発
句
の
位
を
定
む
る
事
、先
師
唐
崎
の
句
を
以
て
万
代
不
易
の
鏡
と
す
。
是
、

発
句
の
正
位
に
し
て
、
此
句
一
字
も
俗
語
な
し
。
し
か
れ
と
も
、
和
歌
に
あ

ら
す
、
連
歌
に
あ
ら
す
、
全
誹
諧
の
姿
情
也
。
先
師
も
、
奥
羽
行
脚
以
前
は
、

い
ま
た
誹
諧
の
体
定
ま
ら
す
。
し
か
る
を
、
此
行
脚
の
う
ち
に
工
夫
し
て
、

は
し
め
て
正
風
の
眼
を
」（
七オ

）
ひ
ら
き
、誹
諧
の
本
体
を
定
め
給
へ
る
む
ね
、

く
は
し
く
落
柿
舎
の
遺
稿
に
見
え
た
り
。
発
句
は
い
つ
れ
の
発
句
に
て
も
、

百
韻
の
巻
頭
に
た
つ
物
に
て
、
君
主
大
将
の
位
也
。
求
め
て
俗
語
を
好
む
ま

し
き
事
、
此
句
を
以
て
覚
語

（
マ
マ
）す
へ
し
。
但
、
此
前
に
、
俗
語
俗
事
の
差
別
あ

り
。
俗
事
は
、
尤
誹
諧
の
領
也
。
俗
語
を
用
ゆ
る
事
に
は
あ
ら
す
。

〇 

今
世
間
に
は
や
る
俳
風
は
、全
先
師
の
風
に
あ
ら
す
。
美
濃
一
流
の
新
風
也
。

専
俗
語
を
用
ゆ
る
流
義
に
て
、
詞
に
ひ
と
つ
物　

」（
七ウ

）
す
き
を
い
ひ
出
し

て
、
世
に
は
や
り
物
と
せ
り
。
是
、
其
国
其
所
の
流
行
也
。
句
調
一
癖
あ
り

て
お
か
し
き
ゆ
へ
、
当
世
行
過
の
人
気
に
か
な
ふ
と
見
え
た
り
。
是
、
流
行

の
変
風
也
。
す
へ
て
流
行
と
い
ふ
は
、
一
時
の
は
や
り
物
也
。
し
か
し
、
此

流
義
の
教
ゆ
る
所
は
、
俗
を
正
す
の
正
風
に
は
あ
ら
す
。
人
気
を
伺
ふ
は
や

り
詞
に
て
、
渡
世
の
た
め
に
は
よ
き
流
義
な
り
。
し
か
れ
と
も
、
ま
た
く
実

雅
の
お
も
む
き
に
は
あ
ら
す
。
渡
世
の
た
め
に
世
を
誣
る
人
は
、
と
か
く
し

て
人
気
に
あ
は
す
る
也
。
人
気
に
あ
は
せ
さ
れ
は
、
今
日
の
利
用
」（
八オ

）
な

し
（
マ
マ
）さ

る
か
ゆ
へ
に
、
俗
に
浮
世
俳
諧
と
い
ひ
、
又
は
い
か
い
の
商
人
と
い
へ

る
は
、
此
類
也
。

〇 
誹
諧
は
、
言
語
の
遊
ひ
也
。
他
の
句
を
聞
て
、
あ
し
き
句
な
り
と
も
、
難
し

譏
り
笑
ふ
へ
か
ら
す
。
い
と
面
白
く
う
け
給
は
る
と
、
時
宜
よ
く
あ
し
ら
ひ

た
る
か
、
正
風
家
の
礼
譲
也
。
誹
諧
は
、
人
和
の
媒
と
な
す
物
な
れ
は
、
時

宜
を
失
な
は
ぬ
心
得
第
一
な
り
。
初
学
の
輩
、
や
ゝ
も
す
れ
は
、
句
の
善
悪

を
論
し
、
闘
争
に
及
ふ
事
あ
り
。
是
等
は
、
人
和
の
媒
に
は
あ
ら
て
、
喧
嘩

の
」（
八ウ

）　

媒
と
な
る
事
な
れ
は
、
ふ
か
く
つ
ゝ
し
み
守
る
へ
き
事
也
。
さ
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一
七

る
を
、
近
年
、
あ
つ
ま
の
か
た
に
は
、
俳
諧
に
て
絶
交
せ
し
人
あ
ま
た
あ
る

よ
し
。
是
等
は
、
無
風
雅
第
一
の
人
と
い
ふ
へ
き
也
。

〇 
他
門
に
は
、
我
俳
諧
を
自
慢
す
る
人
多
し
。
蕉
門
に
は
、
自
慢
す
る
事
か
た

く
い
ま
し
め
也
。
い
つ
も
己
を
未
熟
な
り
と
心
得
、
い
さ
ゝ
か
も
物
知
顔
を

せ
す
し
て
、
卑
下
謙
退
の
心
第
一
也
。
此
道
の
上
手
と
い
ふ
は
、
先
師
一
人

に
て
、
此
余
は
皆
々
下
手
未
熟
也
。
許
六
、
支
考
の
輩
、
大
に
我
身
を
慢
し

て
、
人
も
な
け
な
る
大
言
を
吐
捨
た
れ
と
も
、」（
九オ

）
発
句
を
十
句
も
て
る

人
な
し
。
是
、
未
熟
に
し
て
、
下
手
な
る
か
ゆ
へ
也
。
先
師
は
ふ
か
く
是
を

つ
ゝ
し
み
て
、座
右
に
唇
寒
し
の
制
誨
あ
り
。
人
の
何
事
に
て
も
問
奉
れ
は
、

信
切
に
い
ひ
さ
と
さ
れ
、
問
は
ぬ
弟
子
に
は
、
一
言
も
此
道
の
事
仰
ら
れ
す
。

又
、
他
門
の
句
を
難
し
給
は
す
。
一
と
せ
、
山
路
の
菫
の
句
を
北
村
湖
春
か

難
し
た
る
を
聞
給
ふ
時
も
、
唯
い
か
に
も
と
は
か
り
に
て
、
更
に
何
事
も
仰

ら
れ
す
と
也
。

〇 

誹
諧
入
学
の
は
し
め
は
、
点
取
な
と
し
て
な
く
さ
む
物
な
れ
と
も
、」（
九ウ

）

本
意
は
な
く
さ
み
物
に
あ
ら
す
。
自
己
を
い
ま
し
む
る
か
正
道
也
。
能
々
を

の
れ
を
い
ま
し
め
て
、
正
風
の
む
ね
を
修
し
得
た
る
人
の
句
は
、
自
然
と
世

上
に
押
う
つ
り
て
、
他
を
も
諷
諭
す
る
に
至
る
へ
し
と
也
。
先
師
の
句
、
す

へ
て
自
己
箴
な
れ
と
も
、
是
を
受
用
す
る
時
は
、
世
人
す
へ
て
の
教
誡
に
な

る
か
こ
と
し
。

〇 

世
間
に
、
他
流
の
俳
人
は
、
歌
道
を
そ
し
り
、
連
歌
を
あ
な
と
り
、
本
を
忘

れ
て
我
意
を
た
つ
る
癖
あ
り
。
先
師
の
教
は
、
左
に
あ
ら
す
。
此
道
、
も
と

歌
道
よ
り
出
た
り
。
世
に
宗
匠
た
ら
ん
も
の
、」（
一
〇
オ

）
和
歌
連
歌
を
し
ら
す

ん
は
あ
る
へ
か
ら
す
。
先
師
は
、
季
吟
師
の
門
弟
と
し
て
、
和
歌
も
連
歌
も

知
給
へ
り
。
さ
れ
は
に
や
、
杜
律
五
言
、
山
家
集
を
、
常
に
ふ
と
こ
ろ
に
し

給
へ
り
と
そ
。
す
へ
て
い
つ
れ
の
道
も
、其
も
と
を
忘
れ
さ
る
を
本
意
と
す
。

〇 

蕉
門
に
三
修
と
い
ふ
事
あ
り
。
第
一
発
句
、
第
二
附
句
、
第
三
文
章
也
。
此

三
つ
に
通
達
し
た
る
を
、
世
に
宗
匠
と
称
す
る
法
也
。
ひ
と
つ
か
け
て
も
、

宗
匠
と
は
い
ふ
へ
か
ら
す
。

〇 

誹
諧
を
修
学
す
る
も
の
は
、
是
を
第
一
の
勤
学
と
し
て
、
万
事
」（
一
〇
ウ

）
は

是
を
以
て
お
さ
む
へ
し
。
他
学
の
ち
か
ら
を
頼
む
に
は
及
は
す
。
但
、
宗
匠

た
ら
ん
も
の
は
、
神
儒
仏
の
道
の
事
も
、
お
ほ
む
ね
を
し
ら
す
ん
は
あ
る
へ

か
ら
す
。
是
、
唯
我
誹
諧
弘
学
の
た
め
に
、
其
大
む
ね
を
知
る
ま
て
也
。
一

向
に
し
ら
す
し
て
は
、
句
作
、
或
は
文
章
等
に
望
み
て
、
不
自
由
な
る
事
多

か
ら
ん
。
先
師
の
句
作
文
章
を
見
よ
。
古
詩
、
古
歌
、
古
事
の
類
を
引
用
せ

る
も
の
多
し
。
唯
、
あ
る
法
師
の
こ
と
く
、
句
は
、
ど
ふ
あ
ら
ふ
、
か
ふ
あ

ら
ふ
、
と
の
み
を
あ
つ
か
ひ
、
文
は
、
引
板
の
ど
ん
〳
〵
と
、
鳴
子
の
が
ら

〳
〵
と
、
な
と
い
へ
る
卑
俗
の
野
語
を
誹
諧
と
」（
一
一
オ

）
心
得
て
、
一
生
を

あ
や
ま
つ
も
の
は
、
我
蕉
門
の
人
に
て
は
あ
る
へ
か
ら
す
。

〇 

蕉
門
誹
集
七
部
の
書
は
、
い
つ
れ
も
用
ゆ
へ
し
と
い
へ
と
も
、
こ
と
に
猿
蓑

二
集
の
う
ち
に
て
、
不
易
の
体
を
も
て
鏡
と
す
。
又
、
文
章
の
本
体
は
、
先

師
の
文
体
を
学
ふ
也
。
許
六
、
支
考
の
文
体
は
、
ゆ
め
〳
〵
是
を
習
ふ
へ
か

ら
す
。

〇 

伝
書
の
事
は
、
二
条
家
の
歌
道
に
、
三
重
之
御
伝
授
あ
り
。
誹
諧
も
、
又
和

歌
の
一
体
よ
り
出
た
れ
は
、
ひ
そ
か
に
三
重
の
伝
法
を
立
て
、
修
行
の
次
第

を
し
る
事
也
。
初
重
、
二
重
、
三
重
を
」（
一
一
ウ

）
経
て
、
誹
諧
之
奥
秘
、
皆

伝
也
。

〇 

修
行
の
連
衆
を
、
雪
月
花
の
三
段
に
わ
け
て
指
南
す
へ
し
。
雪
ノ
友
一
連
は
、

初
学
の
人
也
。
月
ノ
友
一
連
は
、
未
熟
の
人
也
。
花
ノ
友
一
連
は
、
已
達
の

人
也
。
雪
ノ
友
に
て
、
執
心
ふ
か
く
、
殊
に
怠
慢
な
く
出
精
の
輩
は
、
時
の

宗
匠
の
目
利
に
て
、
月
ノ
友
に
加
入
す
へ
し
。
是
、
初
学
の
昇
進
也
。
猶
、

月
ノ
友
に
て
、
い
や
ま
し
に
執
心
ふ
か
く
、
道
を
成
就
す
へ
き
器
量
あ
る
人

は
、
是
亦
、
宗
匠
の
目
か
ね
を
以
て
、
初
重
、
二
重
を
相
伝
し
て
、
其
後
花

ノ
友
に
加
入
す
る
事
を
」（
一
二

オ

）
ゆ
る
し
、
三
重
を
伝
へ
、
点
式
を
あ
た
へ
、

文
台
授
け
て
、
宗
匠
と
な
す
へ
き
也
。
是
、
誹
諧学
ノ
成
就
也
。
奥
秘
伝
授
の
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一
八

人
な
り
。
文
台
、
点
式
を
さ
つ
く
る
は
、
即
、
蕉
門
誹
道
の
許
可
也
。
此
時

に
至
て
、
誹
諧
を
我
物
と
す
へ
き
也
。
他
門
に
対
し
て
、
一
言
も
論
す
へ
か

ら
す
。

〇 
蕉
門
直
旨
の
人
の
述
作
は
、
皆
一
通
見
る
へ
き
也
。
支
考
か
十
論
、
古
今
抄

も
、
一
扁
は
見
る
へ
き
事
也
。
し
か
れ
と
も
、
皆
巻
亀
鑑
と
す
る
に
た
ら
す
。

す
へ
て
門
人
の
書
に
は
偽
説
多
け
れ
は
、其
心
得
」（
一
二
ウ

）を
以
て
見
る
へ
し
。

其
角
、
去
来
、
支
考
な
と
は
、
即
、
我
為
の
先
哲
な
れ
と
も
、
い
つ
れ
の
門

下
に
も
一
定
せ
す
、
予
は
、
唯
、
芭
蕉
の
教
を
守
り
、
道
を
つ
と
め
、
風
を

う
つ
さ
ん
と
す
る
の
外
、
他
念
な
き
ゆ
へ
、
其
角
に
も
よ
ら
す
、
支
考
に
も

よ
ら
す
、
さ
り
と
て
無
下
に
捨
る
に
も
あ
ら
す
。
取
へ
き
は
と
り
、
す
つ
へ

き
は
す
つ
。
用
捨
は
、
学
者
の
眼
力
に
よ
る
へ
き
也
。

〇 

和
歌
に
は
実
名
を
用
ひ
、
誹
諧
に
は
風
流
を
好
ミ
て
別
号
を
用
ゆ
る
例
也
。

さ
れ
は
、
和
歌
と
お
な
し
く
、
短
冊
に
書
し
奉
納
法
楽
は
、
神
明
に
さ
ゝ
け
、

高
位
の
人
に
も
奉
る
名
な
れ
は
、
尤
も
お
ろ
」（
一
三
オ

）
そ
か
に
す
へ
か
ら
す
。

又
、
名
句
を
得
て
は
其
名
千
里
に
ひ
ゝ
き
、
後
世
に
も
残
り
、
長
く
貴
人
の

見
聞
に
も
ふ
る
ゝ
事
な
れ
は
、た
ゞ
の
名
よ
り
も
お
も
き
時
あ
る
へ
し
。
必
、

風
名
を
汚
す
へ
か
ら
す
。
是
、
蕉
門
ひ
と
つ
の
つ
ゝ
し
み
也
。

〇 

誹
諧
の
句
は
、
よ
し
も
な
き
所
に
て
、
我
し
り
顔
に
乱
り
に
い
ひ
す
て
、
か

き
捨
る
物
に
あ
ら
す
。
一
句
と
て
も
大
切
な
れ
は
、
所
を
撰
み
、
時
を
考
へ
、

つ
ゝ
し
み
て
出
す
へ
き
事
也
。
先
師
の
教
に
、
句
は
遺
言
と
お
も
ふ
へ
し
と

あ
り
。
大
切
に
せ
よ
と
の
い
ま
し
め
也
。」（
一
三
ウ

）

〇 

句
は
、
杉
原
以
上
に
書
法
也
。
中
折
、
は
な
紙
な
と
に
は
、
か
た
く
書
ま
し

き
也
。
神
仏
に
奉
る
は
勿
論
、人
に
贈
る
句
な
と
を
麁
紙
に
か
く
は
無
礼
也
。

書
法
も
正
し
く
書
へ
き
也
。
又
、
宮
寺
の
柱
な
と
に
書
つ
く
る
事
、
法
外
也
。

〇 

人
に
あ
い
さ
つ
の
句
、
詞
書
な
と
仕
様
習
あ
り
。
又
、
書
法
に
も
習
ひ
あ
り
。

か
ね
て
習
を
く
へ
し
。
名
は
、
詞
書
と
句
と
の
中
道
に
、
低
く
書
へ
し
。
上

の
字
か
く
は
、
君
父
師
匠
ま
て
也
。
其
外
は
、
書
に
及
は
す
。
又
、
草
の
字
、

拝
の
字
な
と
か
く
人
あ
り
。
よ
か
ら
す
。
又
、
名
を
詞
書
と
」（
一
四
オ

）
句
と

の
間
に
書
て
出
せ
は
、
向
ふ
の
人
に
脇
を
望
む
様
に
て
無
礼
な
れ
は
、
名
は

句
よ
り
も
奥
に
書
へ
し
、
と
教
へ
た
る
人
あ
り
。
作
法
を
し
ら
ぬ
人
の
、
自

己
の
了
簡
に
て
い
ふ
事
也
。
用
ゆ
へ
か
ら
す
。
あ
い
さ
つ
の
発
句
あ
れ
は
、

脇
は
す
る
物
に
き
は
ま
れ
る
法
也
。
若
、ゆ
へ
あ
り
て
脇
を
す
ま
し
き
人
は
、

其
断
を
申
述
る
に
て
す
む
事
也
。
此
方
よ
り
脇
に
は
及
ひ
侍
ら
す
と
辞
退
の

心
に
て
名
を
奥
に
書
侍
る
と
い
ふ
は
、
あ
ま
り
入
外
な
る
沙
汰
也
。
蕉
門
に

は
用
ゆ
へ
か
ら
す
。

〇 

花
紅
葉
な
と
に
短
冊
つ
く
る
事
、
其
時
の
時
宜
に
よ
る
也
。
み
た
り
に
」（
一
四
ウ

） 

我
は
顔
し
て
つ
く
る
物
に
あ
ら
す
。
所
望
再
三
に
及
は
ゝ
、
是
非
な
く
求
め

に
も
応
す
へ
し
。
短
冊
は
、
右
の
か
た
の
下
枝
に
、
随
分
低
く
附
る
物
也
。

〇 

発
句
は
、
第
一
よ
く
聞
ゆ
る
を
本
意
と
す
。
名
人
達
人
の
句
に
至
り
て
は
、

た
や
す
く
聞
へ
ぬ
句
多
し
。
是
は
、
其
句
の
聞
へ
ぬ
に
は
あ
ら
す
。
よ
く
聞

へ
た
る
句
な
れ
と
も
、
聞
人
未
熟
に
し
て
、
た
け
及
ば
ざ
る
ゆ
へ
、
得
聞
あ

か
す
事
な
り
か
た
き
也
。
然
る
に
、
初
心
の
人
、
己
か
耳
に
聞
へ
ざ
る
句
は
、

あ
し
き
句
な
り
と
難
し
そ
し
れ
り
。
大
な
る
僻
事
也
。
名
人
上
手
の
句
に
至

り
て
は
、
己
か
耳
に
聞
へ
さ
る
句
は
、
い
か
さ
ま
ふ
か
き
」（
一
五
オ

）
ゆ
へ
あ

ら
ん
と
、
年
月
に
工
夫
を
め
く
ら
し
、
何
と
そ
解
し
得
ん
事
を
思
ふ
へ
し
。

聞
と
ら
ざ
る
は
、
其
人
の
恥
也
。
達
人
功
者
の
し
た
る
句
に
、
聞
へ
ぬ
と
い

ふ
は
一
句
も
な
し
。
却
て
下
手
の
し
た
る
句
に
、
聞
へ
ぬ
句
あ
る
も
の
也
。

先
師
の
句
々
、撰
集
に
出
た
る
は
皆
よ
き
句
也
。
し
か
る
に
一
句
も
聞
へ
す
。

我
、
若
年
よ
り
心
を
と
ゝ
め
て
、
三
十
年
来
精
力
を
つ
く
し
、
今
半
百
に
し

て
漸
く
そ
の
玄
妙
を
聞
事
を
得
た
る
の
み
。
但
、
先
師
の
句
を
解
す
る
事
、

今
は
一
家
の
秘
訓
な
れ
は
、
不
信
の
人
に
は
許
す
ま
し
き
也
。」（
一
五

ウ

）

〇 

附
句
体
品
名
目
の
事
、
さ
ま
〳
〵
あ
り
て
一
様
な
ら
す
。
先
師
の
教
に
、
発

句
の
体
は
、
昔
よ
り
様
〳
〵
か
は
り
あ
れ
と
も
、
附
句
は
三
変
也
。
古
代
は

附
物
を
以
て
附
る
事
を
専
と
す
。
今
の
連
歌
の
附
方
の
こ
と
し
。
又
、
中
頃
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一
九

は
附
物
に
か
ま
は
す
、
唯
心
附
と
い
ふ
を
専
と
す
れ
と
も
、
今
は
移ウ

ツ
リ、
響ヒ

ヾ
キ、

馨ニ
ホ
ヒ、

位ク
ラ
ヰの

四
つ
を
以
て
附
る
を
よ
し
と
す
、
と
の
給
へ
り
。
其
後
、
大
津
に

閑
居
の
時
、
千
那
法
師
の
願
に
よ
り
て
、
附
方
十
七
ヶ
條
を
書
出
し
、
是
を

以
て
し
は
ら
く
大
津
の
連
衆
を
教
へ
給
へ
り
。
し
か
れ
と
も
、
後
〳
〵
に
至

り
、
芭
蕉
か
附
方
は
是
に
限
り
た
り
と
、
諸
人
の
迷
ひ
」（
一
六
オ

）
な
ら
ん
事

を
お
ほ
し
め
し
て
、
終
に
是
を
取
返
し
て
破
り
捨
給
ふ
と
也
。
ゆ
へ
に
、
其

書
は
世
に
残
ら
さ
れ
と
も
、
其
名
目
は
門
人
の
心
に
残
り
て
、
お
の
〳
〵
口

つ
か
ら
に
語
り
伝
ふ
る
ゆ
へ
、
彼
名
目
の
う
ち
、
今
も
残
れ
る
あ
り
。
先
師

僊
化
の
後
、
嵯
峨
の
旅
人
去
来
、
長
崎
に
て
門
人
の
願
ひ
に
よ
り
て
、
附
方

十
四
体
と
い
ふ
物
を
書
れ
た
る
も
、
彼
十
七
ヶ
條
の
名
目
を
本
と
し
て
書
れ

た
る
よ
し
。
此
う
ち
に
、
〽
面
影
附
、
〽
観
相
附
、
〽
其
人
附
、
〽
其
場
附
、

等
の
名
目
出
た
り
。
又
、
此
後
に
、
美
濃
の
支
考
、
附
方
に
八
体
を
立
て
、

門
人
を
教
へ
た
る
時
も
、
〽
其
人
附
、
〽
其
場
附
」（
一
六
ウ

）、
其
天
相
、
其
時

節
、
其
面
影
、
其
観
相
、
其
時
分
、
其
時
宜
と
、
八
体
に
つ
ゝ
め
た
る
名
目

は
、
是
亦
先
師
の
十
七
ヶ
條
よ
り
拾
ひ
出
せ
る
名
目
也
。
又
、
長
崎
の
宇
鹿
、

門
人
の
た
め
に
附
方
二
十
一
体
と
い
ふ
物
を
書
た
る
時
も
、
面
影
、
観
相
、

其
人
、
其
場
の
四
名
目
を
出
せ
る
も
の
は
、
即
先
師
の
十
七
ヶ
條
と
、
去
来

の
十
四
体
よ
り
取
出
せ
る
名
目
也
。
彼
本
来
の
十
七
ヶ
條
は
、
今
の
世
に
伝

は
ら
す
と
い
へ
と
も
、
其
名
目
の
残
れ
る
事
、
か
く
の
こ
と
し
。
さ
れ
は
、

蕉
門
の
附
方
は
、
此
名
目
を
本
と
し
て
、
千
変
万
化
す
へ
き
事
也
。」（
一
七
オ

）

〇 

発
句
切
字
の
事
、脇
、第
三
留ト

マ
リ

り（
マ
マ
）の

事
、〽
百
韻
法
格
の
事
、差
合
去
嫌
の
事
、

古
式
新
式
の
差
別
あ
れ
と
も
、先
初
学
の
稽
古
に
は
古
式
の
旨
を
習
練
し
て
、

其
後
新
式
相
伝
を
受
へ
き
也
。

〇 

附
句
の
句
体
は
、
続
猿
蓑
の
風
に
習
ふ
へ
し
。
但
、
世
間
の
誹
風
は
、
い
ろ

〳
〵
に
流
行
し
て
、
続
猿
蓑
の
風
な
と
は
、
今
は
古
め
か
し
き
様
に
い
ふ
人

あ
れ
と
も
、
あ
な
か
ち
時
の
流
行
を
は
好
む
へ
か
ら
す
。
唯
、
先
師
の
不
易

体
を
う
つ
す
へ
き
也
。
先
師
僊
化
の
時
、
膳
所
の
正
秀
、
歎
し
て
曰
、
是
よ

り
後
も
、
定
め
て
流
行
の
新
風
あ
ら
ん
。
し
か
れ
と
も
、」（
一
七
ウ

）
我
等
に
お

ゐ
て
は
、
其
新
風
、
さ
ら
〳
〵
望
み
な
し
。
唯
い
つ
ま
て
も
不
易
の
体
を
楽

ま
ん
の
み
、
と
い
へ
り
。
此
詞
、
肝
心
也
。
又
、
先
師
迁
化
の
後
、
今
日
庵

素
堂
上
洛
し
て
去
来
に
対
し
て
曰
、
蕉
翁
の
誹
風
、
今
、
天
下
に
み
ち
〳
〵

た
れ
と
も
、
漸
又
変
す
へ
き
時
至
れ
り
。
吾
子
、
志
あ
ら
は
、
我
も
共
に
吟

会
し
て
、
一
つ
の
新
風
を
興
す
へ
し
、
と
い
へ
り
。
去
来
答
て
曰
、
先
生
の

詞
、
ふ
か
く
か
た
し
け
な
し
。
今
、
幸
に
先
生
を
う
し
ろ
た
て
と
し
て
、

二
三
の
新
風
を
興
さ
は
、
お
そ
ら
く
は
一
ト
た
ひ
天
下
の
誹
人
を
お
と
ろ
か

さ
ん
。
し
か
れ
と
も
、
世
波
老
波
日
々
う
ち
よ
せ
て
、」（
一
八
オ

）
今
は
風
雅
に

遊
ふ
へ
き
い
と
ま
な
け
れ
は
、
い
と
く
ち
お
し
く
思
ひ
奉
る
の
み
、
と
答
て

新
風
の
事
同
意
な
か
り
し
む
ね
、
即
落
柿
舎
の
遺
稿
に
見
え
た
り
。
素
堂
は

先
師
の
旧
友
に
て
、
尤
博
覧
賢
才
の
人
也
。
翁
と
共
に
誹
名
世
に
高
し
。
し

か
れ
と
も
、
翁
迁
化
の
後
は
、
誹
風
甚
我
侭
に
な
り
て
、
終
に
は
変
風
異
端

に
落
ら
れ
し
と
見
へ
た
り
。
翁
迁
化
よ
り
十
五
年
ノ
後
、
宝
永
己
丑
の
と
し

に
、
茶
の
羽
織
の
弁
を
か
き
て
、
奥
に
、
鼯
と
な
り
ぬ
へ
ら
也
茶
の
羽
織
、

と
い
へ
る
句
あ
り
。
是
等
定
め
て
新
風
な
る
へ
け
れ
と
、
お
か
し
か
ら
す
。」

（
一
八
ウ

）

　
　
　
　
　

句
作
二
十
五
教

〇
風
体
た
け
高
く
幽
玄
な
る
句
を
よ
し
と
す
。

〇
心
詞
と
も
に
し
ほ
り
あ
る
句
を
よ
し
と
す
。

〇
道
理
よ
く
聞
へ
て
安
ら
か
な
る
句
を
よ
し
と
す
。

〇
風
体
正
し
き
句
を
よ
し
と
す
。

〇
心
を
残
し
て
余
情
あ
る
句
を
よ
し
と
す
。

〇
詞
を
残
し
て
余
馨
あ
る
句
を
よ
し
と
す
。

〇
古
詩
、
古
歌
、
古
事
、
古
語
等
、
拠
あ
る
句
を
よ
し
と
す
。 

」（
一
九

オ

）

〇
卑
下
謙
退
な
る
句
を
よ
し
と
す
。
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二
〇

〇
礼
譲
正
し
き
句
を
よ
し
と
す
。

〇
詞
は
な
や
か
な
る
は
、
心
の
さ
ひ
し
き
を
よ
し
と
す
。

〇
心
は
な
や
か
な
る
は
、
詞
の
さ
ひ
し
き
を
よ
し
と
す
。

〇
趣
向
新
し
き
句
を
よ
し
と
す
。

〇
清
く
い
さ
き
よ
き
句
を
よ
し
と
す
。

〇
た
し
か
な
る
句
を
よ
し
と
す
。

〇
厚
き
句
を
よ
し
と
す
。 

」（
一
九
ウ

）

〇
し
つ
か
に
お
と
な
し
き
句
を
よ
し
と
す
。

〇
や
は
ら
か
な
る
句
を
よ
し
と
す
。

〇
つ
よ
き
句
を
よ
し
と
す
。

〇
ほ
と
け
て
軽
き
句
を
よ
し
と
す
。

〇
あ
は
れ
み
ふ
か
き
句
を
よ
し
と
す
。

〇
風
情
面
白
き
句
を
よ
し
と
す
。

〇
忠
心
孝
心
な
る
句
を
よ
し
と
す
。

〇
景
気
お
も
し
ろ
き
句
を
よ
し
と
す
。 

」（
二
〇
オ

）

〇
感
心
ふ
か
き
句
を
よ
し
と
す
。

〇
向
上
に
し
て
諷
諫
の
意
味
あ
る
句
を
よ
し
と
す
。

　
　
　
　
　

句
作
二
十
五
誡

〇
卑
俗
の
詞
あ
る
句
を
悪
し
と
す
。

〇
卑
俗
の
心
あ
る
句
を
悪
し
と
す
。

〇
鈍
き
句
を
悪
し
と
す
。 

」（
二
〇

ウ

）

〇
弱
き
句
を
悪
し
と
す
。

〇
お
も
き
句
を
あ
し
し
と
す
。

〇
薄
き
句
を
あ
し
ゝ
と
す
。

〇
し
た
ゝ
る
き
句
を
あ
し
し
と
す
。

〇
し
ふ
り
た
る
句
を
悪
し
と
す
。

〇
か
た
き
句
を
あ
し
し
と
す
。

〇
さ
は
か
し
き
句
を
悪
し
と
す
。

〇
理
屈
か
ま
し
き
句
を
悪
し
と
す
。 

」（
二
一
オ

）

〇
こ
は
く
お
そ
ろ
し
け
な
る
句
を
あ
し
ゝ
と
す
。

〇
い
ひ
過
た
る
句
を
あ
し
ゝ
と
す
。
又
、
い
ひ
つ
め
た
る
句
。

〇
政
事
乱
世
の
句
を
あ
し
ゝ
と
す
。
但
、発
句
は
眼
前
を
は
な
れ
さ
る
ゆ
へ
也
。

附
句
は
千
変
万
化
し
て
眼
前
を
は
な
れ
、古
代
の
面
影
を
も
移
す
物
な
れ
は
、

く
る
し
か
ら
す
。

〇
礼
を
失
ひ
た
る
句
を
あ
し
し
と
す
。

〇
不
義
、
不
仁
、
不
孝
、
不
慈
な
る
句
を
悪
し
と
す
。

〇
天
変
地
妖
の
句
、
是
亦
発
句
に
は
悪
し
と
す
。
附
合
に
は
」（
二
一
ウ

）
く
る
し

か
ら
す
。

〇
人
体
不
具
の
沙
汰
、
悪
し
と
す
。

〇
世
間
に
あ
た
り
て
平
懐
な
る
句
を
悪
し
と
す
。

〇
火
事
、
盗
人
、
葬
礼
な
と
の
句
、
あ
し
ゝ
と
す
。

〇
病
気
の
句
、
悪
し
と
す
。
但
、
お
こ
り
、
頭
痛
、
疝
気
な
と
の
如
き
も
の
は

く
る
し
か
ら
す
。

〇
我
め
き
た
る
句
を
悪
し
と
す
。

〇
例
も
な
き
新
造
の
詞
あ
る
を
悪
し
と
す
。 

」（
二
二
オ

）

〇
入
過
て
む
つ
か
し
き
句
を
悪
し
と
す
。

〇
お
と
け
過
た
る
句
を
あ
し
ゝ
と
す
。

右
、
す
へ
て
七
十
五
條
は
、
蕉
門
誹
諧
自
己
箴
の
た
め
也
。
ま
た
く
吟
蹟
の

み
に
あ
ら
す
。
今
日
の
行
状
を
、
此
句
法
に
習
練
す
へ
し
。
是
、
先
賢
教
誡

の
お
も
む
き
に
し
て
、
秘
蔵
の
事
。
他
門
に
対
し
て
論
す
へ
か
ら
す
。

　
　

安
永
六
丁
酉
歳
仲
春
十
二
日 

」（
二
二

ウ

）
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二
一

　
　
（
白
紙
） 

」（
遊
紙
一
丁

）

　
　
（
白
紙
） 

」（
裏
表
紙

見
返
し

）

　
　
（
裏
表
紙
）

　
　
　

三
、『
俳
諧
十
五
篇
』

〈
解
題
〉

 　

本
書
は
、
題
簽
に
「
俳
諧
十
五
篇
」
と
あ
る
が
、
前
半
は
長
崎
の
俳
人
百

花
井
宇
鹿
の
著
「
俳
諧
発
句
十
六
篇
」、
後
半
は
同
じ
く
宇
鹿
の
著
「
俳
諧
付

句
十
四
体
」
を
併
せ
て
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
と
、
大
内
初
夫
『
蕉
門
俳
論
集
』（
古
典
文
庫
395
、
昭
和
54
年
８
月
）

に
翻
刻
さ
れ
る『
俳
諧
発
句
十
六
篇
』『
俳
諧
付
句
十
四
体
』と
を
比
較
す
る
と
、

語
句
等
に
多
少
の
違
い
が
あ
る
。
と
く
に
「
付
句
十
四
体
」
に
は
、
例
句
や
項

目
の
順
序
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

本
書
の
巻
末
に
は
、「
正
徳
五
未
之
冬
」
と
あ
る
が
、『
蕉
門
俳
論
集
』
に
載

る
大
内
氏
の
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、秋
月
郷
土
館
所
蔵
の
「
俳
諧
付
句
十
四
体
」

の
一
写
本
に
「
宝
永
六
年
初
冬　

又
正
徳
五
未
冬
改
之
百
花
堂
宇
鹿
艸
」
と
末

尾
に
あ
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
内
氏
は
「
付
句
十
四
体
」
を
「
宝
永

六
年
初
選
、
正
徳
五
年
に
再
選
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
内
氏
の
推
測

に
し
た
が
え
ば
、
本
書
に
記
さ
れ
た
「
正
徳
五
未
之
冬
」
と
は
、
原
著
の
再
選

時
の
年
記
を
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
書
に
は
、
他
に
奥
書
な
ど
は
な
く
、
書
写
者
も
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

や
は
り
手
錢
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
『
俳
諧
根
本
式
』
の
料
紙
は
、
本
書
の
料

紙
と
同
じ
（
本
書
と
同
じ
版
木
を
用
い
て
罫
線
を
摺
っ
た
も
の
）
で
、
筆
跡
も

本
書
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
本
稿
の
最
後
に
示
し
た
図
版
「
15
．『
俳
諧
根
本
式
』
巻
頭
」

を
参
照
す
る
と
、
二
オ
一
行
目
の
「
根
本
」
の
右
横
の
匡
郭
が
欠
け
て
い
る
こ

と
を
は
じ
め
、
罫
線
の
欠
損
箇
所
が
何
箇
所
か
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ

れ
を
、図
版
「
11
．『
俳
諧
十
五
篇
』
巻
頭
」
～
「
13
．『
俳
諧
十
五
篇
』
巻
末
」

と
比
べ
る
と
、
そ
の
欠
損
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、図
版
「
15
．『
俳
諧
根
本
式
』
巻
頭
」
の
「
一
ウ
」
の
左
下
方
に
は
、

「
冠
李
」
の
蔵
書
印
が
捺
し
て
あ
る
。
つ
ま
り
、『
俳
諧
根
本
式
』
は
、冠
李
（
享

保
四
年
～
寛
政
八
年
、
三
代
目
当
主
季
硯
の
弟
）
が
、
お
そ
ら
く
自
ら
写
し
て

所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
と
同
じ
罫

紙
を
使
用
し
、
筆
跡
も
共
通
す
る
本
書
に
つ
い
て
も
、
お
そ
ら
く
冠
李
が
書
写

し
て
所
持
し
て
い
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

　

な
お
、『
蕉
門
誹
諧
大
意　

ふ
も
と
の
塵
』（
本
稿
前
章
参
照
）
に
は
、「
先

師
僊
化
の
後
、
嵯
峨
の
旅
人
去
来
、
長
崎
に
て
門
人
の
願
ひ
に
よ
り
て
、
附
方

十
四
体
と
い
ふ
物
を
書
れ
た
る
も
、
彼
十
七
ヶ
條
の
名
目
を
本
と
し
て
書
れ
た

る
よ
し
」（
一
六
ウ
）
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
の
「
附
方
十
四
体
」
と
は
、

大
内
氏
『
蕉
門
俳
論
集
』
に
「
俳
諧
付
句
十
四
体
」
の
別
系
統
の
本
文
と
し
て

翻
刻
さ
れ
て
い
る
「
俳
諧
付
方
十
四
体
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
現

在
で
は
、や
は
り
宇
鹿
の
著
書
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、百
蘿
は
、芭
蕉
の「
付

方
十
七
ヶ
條
」
を
元
に
し
て
、
去
来
が
書
い
た
も
の
だ
と
考
え
、
重
ん
じ
て
い

た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

〈
書
誌
〉書

型
…
… 

写
本
。
半
紙
本
一
冊
。

表
紙
…
… 

香
色
。
縦
二
二
・
四
糎
×
横
一
六
・
七
糎
。

題
簽
…
… 

左
肩
無
辺
、
墨
流
し
料
紙
。「
俳
諧
十
五
篇　

全
」
と
墨
書
。

見
返
し
… 
白
紙
。

本
文
…
… 
墨
摺
の
罫
紙
を
用
い
る
。
版
式
は
、
四
周
単
辺
（
内
法
、
縦

一
九
・
四
糎
×
一
三
・
三
糎
）、白
口
単
白
魚
尾
、毎
半
葉
一
〇
行
。
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二
二

こ
れ
に
一
行
一
八
字
内
外
で
本
文
を
書
写
す
る
。

字
高
…
… 

一
九
・
四
糎
（
本
文
一
行
目
「
和
歌
は
…
其
言
の
」
を
計
測
）。

丁
数
…
… 

全
四
九
丁
（
但
し
、
遊
紙
二
丁
を
含
む
。
墨
付
き
四
二
丁
）。

備
考
…
… 

四
二
丁
裏
か
ら
四
七
丁
裏
ま
で
は
罫
紙
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
と
く
に
何
も
書
か
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

〈
翻
刻
〉

　
　

俳
諧
十
五
篇　

全 

」（
表
紙
・

題
簽

）

　
　
（
白
紙
） 

」（
見
返
し

）

　
　
（
白
紙
） 

」（
遊
紙
一
丁

）

和
歌
は
八
雲
八
重
垣
よ
り
伝
へ
来
、
其
言
の
葉
の
道
よ
り
顕
れ
ぬ
れ
は
、
鬼
神

も
感
る
正
道
な
り
。
其
位
高
き
事
、
た
と
へ
は
春
は
物
見
の
輿
お
し
出
し
て
、

衣
冠
の
袖
に
芳
野
、
初
瀬
の
花
を
か
さ
し
、
竜
田
の
紅
葉
、
姨
捨
の
月
に
は
、

立
傘
の
露
け
き
光
り
も
さ
す
か
、
此
あ
き
ら
か
成
る
事
、
誰
か
仰
か
さ
ら
む
や
。

俳
諧
は
俗
中
の
俗
な
る
物
に
し
て
、
し
か
も
自
由
を
尽
す
も
の
な
り
。
鳥
の
囀

い
さ
き
よ
き
日
は
居
な
か
ら
一
念
の
神
に
詣
、
星
の
明
に
さ
へ
渡
る
夜
は
」（
一オ

） 

三
観
の
香
を
た
き
て
、
居
な
か
ら
見
る
所
、
思
ふ
所
、
い
た
ら
す
と
い
ふ
事
な

し
。
旅
は
こ
と
に
風
雅
の
や
つ
れ
多
く
、
大
服
の
静
か
成
る
あ
し
た
よ
り
、
張

笠
、
平
包
と
目
付
け
う
か
み
出
て
柴
道
、
牛
道
、
鯨
の
浜
を
も
去
嫌
な
く
か
け

渡
り
て
、
干
麦
の
江
に
逗
留
を
あ
か
れ
、
う
そ
は
し
り
、
七
こ
ろ
ひ
八
お
き
の

草
枕
に
は
蚫
を
と
ら
へ
て
暁
を
驚
き
、
二
見
の
浦
の
わ
す
れ
が
い
、
木
曽
の
橡ト
チ

の
実
に
頭
陀
袋
の
底
を
ふ
さ
け
は
、
ち
か
つ
き
に
成
て
別
る
ゝ
案
山
子
哉
」（
一ウ

）

と
、幽
な
る
手
ふ
り
よ
り
さ
ひ
出
し
て
、蝦
夷
、像
潟
の
花
に
月
に
汲
茶
を
す
ゝ

る
も
俳
諧
の
手
柄
な
ら
す
や
。
哥
は
其
位
高
き
ゆ
へ
に
賤
し
き
に
捨
ら
る
ゝ
物

多
し
と
こ
そ
。
俳
諧
、
其
捨
れ
る
を
一
毫
も
あ
ま
す
事
な
し
。
又
は
い
か
ひ
の

高
み
、
風
流
な
か
ら
ん
や
。
士
は
戈
を
よ
こ
た
へ
て
句
を
お
も
ひ
、
農
は
陌
に

つ
く
ま
ひ
て
、
穂
先
に
初
鳫
の
声
を
お
と
す
。
工
商
ま
た
か
く
の
こ
と
く
な
れ

は
、
な
す
処
、
思
ふ
所
に
俳
諧
の
富
る
事
、
波
湧
か
こ
と
し
。
只
糸
す
し
の
」

（
二オ

）
き
ら
〳
〵
と
す
る
も
の
よ
り
た
よ
り
て
、
一
朝
に
優
ス
、
一
夕
に
病
ス
、

あ
は
し
き
心
の
山
々
、
涼
し
き
み
ね
〳
〵
は
ね
越
〳
〵
千
尺
の
碧
雲
に
一
瞬
の

ね
は
り
を
は
き
捨
〳
〵
変
行
の
ひ
ろ
み
に
お
と
り
出
す
は
な
ど
、
今
日
の
自
由

な
か
ら
む
か
し
。

　
　

発
句
論　

十
六
扁

　
　

附
句
論　

十
四
体 

」（
二ウ

）

不
易
流
行 

理
屈 

格
式
体 

算
用
合 

句
ノ
甘
ミ

句
ノ
苦
ミ 

句
の
ね
は
り 

常
の
形 

た
ゞ
こ
と

発
句
ノ
場 

取
留
ル
場

あ
く
場 

ぬ
く
場 

未
来
を
取
場 

手
を
放
場 

気
色
ノ
一
転

心
の
一
転

　
　
　

以
上
十
六
篇

 

」（
三オ

）

不
易
流
行
論

　
　
　

不
易
の
句

　
　

疲
す
ね
も
あ
れ
は
そ
花
の
吉
野
山

　
　

笋
や
と
り
残
さ
れ
て
風
の
お
と

　
　

稲
妻
や
闇
の
か
た
行
五
位
の
声

　
　

振
売
の
鳫
あ
は
れ
成
恵
比
酒
講

　
　
　

流
行
の
句

　
　

藁
の
火
て
た
は
こ
む
ま
か
る
花
見
か
な

　
　

笋
の
名
残
や
椀
に
節
ひ
と
つ

　
　

稲
妻
を
か
な
く
り
捨
つ
猿
か
城 

」（
三ウ

）

　
　

夷
講
酢
買
に
袴
着
せ
に
け
り

不
易
流
行
の
論
、
さ
ま
〳
〵
有
と
い
へ
と
も
、
遠
ク
と
き
、
高
く
解
て
、
初
心
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二
三

の
上
に
落
か
た
ま
る
へ
き
事
の
み
を
本
と
し
、
或
人
の
曰
、
不
易
流
行
の
か
た

ち
は
、
お
の
つ
か
ら
そ
な
は
り
、
男
と
成
り
女
と
な
る
か
こ
と
く
、
口
よ
り
出

る
と
ひ
と
し
く
千
里
を
は
し
る
物
也
。
あ
な
か
ち
不
易
流
行
を
貴
し
と
す
る
物

に
あ
ら
す
と
い
へ
と
も
是
又
気
先
計
に
し
て
、
不
易
流
行
の
二
つ
全
な
し
。
此

二
つ
の
物
は
、
其
形
を
も
」（
四オ

）
情
を
も
分
る
物
な
れ
は
、
甲
乙
の
論
に
お
よ

ふ
事
な
し
。
不
易
は
千
歳
風
流
の
不
易
也
。
行
（
マ
マ
）は
時
々
に
流
行
す
る
変
化
自
在

の
形
也
。
た
と
へ
は
、
不
易
は
衣
冠
調
へ
て
勉
か
如
く
、
流
行
は
家
に
か
へ
り
、

其
衣
冠
を
ぬ
き
捨
て
今
日
の
日
用
を
ほ
し
い
ま
ゝ
に
す
る
か
こ
と
し
。

　
　
　

理
屈

　
　

名
月
や
寐
ぬ
所
に
は
門
し
め
す

　
　

昼
寐
し
て
手
の
動
や
む
團
か
な 

」（
四ウ

）

　
　

井
の
水
の
あ
た
ゝ
か
に
成
る
寒
サ
哉

　
　

品
川
に
富
士
の
影
な
き
汐
干
哉

発
句
は
理
の
感
な
る
物
也
。
四
時
の
告
来
れ
る
を
も
の
に
逢
ふ
て
感
す
る
也
。

寐
ぬ
所
に
は
門
し
め
す
と
い
ひ
、寐
入
て
は
手
の
動
や
む
と
の
み
い
ふ
は
、た
ゞ

日
用
の
理
屈
に
て
、
風
雅
の
見
入
感
な
し
。
理
は
無
尽
の
妙
に
し
て
、
つ
き
る

事
あ
ら
ん
や
。
雲
を
種
に
と
り
て
水
に
心
を
洗
ひ
て
、
其
あ
ら
は
る
ゝ
物
の
理

な
り
。
糸
筋
も
感
情
を
産
出
す
も
の
」（
五オ

）、
今
日
の
俳
諧
な
り
。
た
と
へ
は

月
花
の
や
す
ら
か
成
も
、
三
ヶ
月
は
細
く
、
十
五
夜
は
ま
と
か
計
と
い
は
ん
も
、

天
地
の
理
に
し
て
、
作
者
は
い
つ
く
に
か
有
へ
き
。
平
生
理
屈
を
い
ゑ
（
マ
マ
）る
人
を

さ
へ
、
あ
の
人
は
理
屈
人
と
て
余
情
を
知
る
人
の
上
に
立
事
か
た
し
。
况
や
、

風
雅
の
道
に
お
ゐ
て
用
ニ
た
ゝ
ん
や
。
句
は
理
屈
も
な
し
。
ね
は
り
も
な
く
、

金
を
打
の
べ
た
る
こ
と
く
言
お
ろ
す
へ
し
。
理
に
な
つ
む
事
な
か
れ
と
こ
そ
。

出
家
の
出
家
く
さ
く
、
豆

の
と
ふ
」（
五ウ

）
ふ
く
さ
き
、
諺
も
あ
り
。

　
　
　

格
式
体

　
　

紅
梅
は
娘
住
す
る
妻
戸
哉

　
　

五
月
雨
や
貌
も
枕
も
物
の
本

　
　

椀
家
具
の
た
ら
ぬ
住
居
や
菊
の
花

　
　

音
な
し
に
木
の
葉
の
歩
行
社
家
の
庭

凡
句
を
思
ふ
に
十
の
八
つ
九
つ
、
此
体
多
シ
。
紅
梅
は
娘
の
住
所
に
こ
そ
と
お

も
ひ
、
又
寺
貸
座
鋪
の
取
合
に
て
幾
度
か
発
句
に
成
た
る
へ
し
。
た
と
へ
は
、

む
す
め
は
」（
六オ

）
嫁
と
替
り
、
寺
は
庵
と
は
か
り
た
り
と
も
、
此
廓
の
中
に
て

句
を
ひ
ね
る
時
は
、
一
生
此
場
に
留
り
て
、
砂
糖
を
蜜
漬
に
す
る
か
こ
と
し
。

水
も
流
れ
を
と
ゝ
む
れ
は
濁
り
を
生
す
。
俳
諧
の
居
処
、
猶
知
る
へ
し
。
五
月

雨
は
さ
ひ
し
き
物
を
求
め
、
菊
は
隠
逸
の
情
に
落
入
、
木
の
葉
は
社
家
神
主
の

住
処
に
こ
そ
と
趣
向
う
か
ま
ん
は
、
千
眼
一
到
の
格
式
な
り
。
句
は
此
体
を
父

句
と
し
て
、
母
句
を
」（
六ウ

）
求
て
産
る
句
有
。
此
場
は
幾
度
も
味
イ
飽
へ
し
。

　
　
　

算
用
合

　
　

駒
引
の
木
曽
や
出
ら
ん
三
ヶ
の
月

　
　

燕
の
居
馴
染
空
や
郭
公

此
形
、
理
屈
に
似
て
ち
か
ひ
有
。
口
当
り
発
句
に
は
あ
れ
と
も
、
洒
落
の
作
者

用
ゆ
へ
き
処
な
ら
す
。
只
算
用
を
合
せ
た
る
ま
て
な
り
。
望
月
の
頃
こ
そ
出
へ

け
れ
。
彼
岸
に
渡
り
て
、
土
持
家
作
り
」（
七オ

）、
空
ま
と
ひ
せ
ぬ
頃
な
ら
は
、

郭
公
の
初
音
に
寸
尺
合
へ
し
。
此
句
打
ひ
ら
め
て
言
は
ゝ
、
灌
仏
や
七
日
過
れ

は
望
月
夜
、
と
い
へ
る
句
の
類
成
へ
し
。

　
　
　

句
之
甘
ミ

　
　

青
風
や
蝶
の
う
か
る
ゝ
長
廊
下

　
　

柴
の
戸
や
あ
つ
さ
を
月
に
取
か
へ
す

　
　

名
月
や
い
か
り
打
込
む
波
の
く
ま

　
　

時
雨
せ
ぬ
前
と
は
違
ふ
紅
葉
哉

此
場
は
甘
ミ
に
喰
付
て
水
の
味
も
」（
七ウ

）
あ
る
事
を
知
ら
す
。
た
と
へ
は
月
明

ら
か
に
空
一
点
の
ち
り
も
な
く
、
海
上
に
ひ
と
つ
の
浪
も
な
く
、
松
柏
の
音
、

お
の
つ
か
ら
絶
て
、
寂
莫
調
ふ
た
る
場
に
は
、
俳
諧
の
知
行
す
く
な
く
、
此
場

は
い
か
い
無
き
に
は
あ
ら
ね
と
、
句
は
き
ら
〳
〵
と
す
る
物
を
と
ら
へ
て
、
一
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二
四

気
を
吐
も
の
な
れ
は
、
此
地
手
掛
リ
う
す
し
と
い
ふ
へ
し
。
雲
は
月
に
む
か
ひ

て
厚
く
、
海
は
さ
ゝ
波
は
し
り
渡
リ
て
、
浦
人
の
物
よ
は
い
」（
八オ

）
す
る
声
、

村
松
の
音
に
し
か
れ
て
、
肝
煎
の
男
、
ち
は
む
の
上
に
胴
服
を
着
た
る
も
、
其

場
の
俳
諧
と
見
へ
し
。
柴
の
戸
の
月
に
昼
の
あ
つ
さ
を
取
か
え
し
、
名
月
の
一

天
に
碇
を
入
る
を
偶
（
マ
マ
）と
見
た
る
は
、
古
人
の
よ
た
れ
か
す
に
し
て
、
又
其
後
の

古
人
の
ね
ふ
り
た
る
処
な
り
。
か
く
い
へ
は
と
て
元
日
に
火
の
物
た
ち
、
布
子

を
着
て
居
風
呂
に
入
る
物
好
き
に
は
あ
ら
す
。 

」（
八ウ

）

　
　
　

句
の
ね
は
り

　
　

楽
天
も
我
は
恋
し
と
花
の
陰

　
　

思
ひ
出
や
青
麦
く
ふ
て
草
枕

　
　

蕣
を
今
朝
ああ

た

な

り

と

さ
か
を
と
見
付
た
り

　
　

瓜
取
て
心
安
さ
よ
年
の
暮

花
の
陰
に
古
人
を
恋
し
き
と
い
ふ
は
甘
ミ
を
知
り
て
作
者
も
我
の
一
字
を
入
た

る
成
へ
し
。
我
の
字
、
猶
又
ね
は
る
也
。
貫
之
、
業
平
は
勿
論
、
楽
天
も
恋
し

と
い
へ
る
句
な
ら
は
、
我
の
字
」（
九オ

）
慢
心
の
け
ん
け
と
い
ふ
へ
し
。
草
枕
は

風
雅
の
命
な
れ
は
、
善
も
悪
も
皆
其
日
の
は
い
か
ひ
也
。
綾
金
钄
に
や
と
り
て

は
、
つ
か
れ
た
る
痩
す
ね
を
あ
た
ゝ
め
一
枚
の
菰
を
か
つ
き
て
は
、
目
前
の
只

こ
と
を
た
の
し
む
こ
そ
、
自
由
の
場
成
へ
し
。
か
く
お
も
ひ
出
れ
は
、
お
の
つ

か
ら
句
の
ひ
か
り
に
や
、
と
置
た
る
所
お
も
ひ
出
に
は
あ
ら
で
、
苦
鋪
へ
つ
ら

ひ
の
五
文
字
也
。
青
麦
く
ふ
て
草
枕
と
」（
九ウ

）
は
か
り
い
は
ゝ
、
お
も
ひ
出
は

お
の
つ
か
ら
句
の
ひ
か
り
に
有
へ
し
。
又
、
蕣
を
あ
た
な
り
と
見
付
た
り
と
い

ふ
心
の
ね
は
り
也
。
風
雅
の
野
器
に
て
、
道
を
知
れ
る
人
の
た
ま
さ
か
に
も
言

出
す
へ
き
言
の
葉
に
あ
ら
す
。
多
く
は
慈
鎮
、
西
行
の
歌
に
も
知
る
へ
し
。
見

解
な
る
は
、
有
へ
か
ら
す
。
年
の
く
れ
は
世
を
の
か
れ
た
る
も
共
に
天
情
の
気

に
つ
ゝ
ま
れ
て
、
一
夜
の
と
し
を
重
ぬ
る
心
遣
ひ
に
こ
そ
、
面
白
き
風
流
」（
一
〇

オ

） 

も
あ
る
へ
け
れ
。
瓜
取
て
人
や
す
し
な
と
ゝ
志
の
我
め
き
た
る
処
、
市
中
に
隠

れ
ま
し
き
器
也
。
い
そ
か
し
き
人
に
ま
き
れ
よ
年
の
暮
と
い
へ
る
面
影
こ
そ
な

つ
か
し
け
れ
。

　
　
　

常
の
形

　
　

元
日
や
人
の
心
も
其
通
り

　
　

ひ
ら
〳
〵
と
扇
を
か
け
さ
す
暑
哉

　
　

鶏
頭
の
花
の
盛
り
や
八
九
月

　
　

よ
ふ
積
た
処
は
な
き
か
雪
丸
け 

」（
一
〇
ウ

）

常
は
こ
と
に
し
て
用
ゆ
る
時
は
句
と
成
り
、
用
ひ
さ
れ
は
あ
た
事
也
。
き
せ
る

の
は
ち
も
百
に
ま
し
る
時
は
錢
壱
文
と
な
れ
共
、
錢
は
も
と
ほ
ね
お
り
た
る
物

也
。
此
場
に
俳
諧
あ
り
と
思
は
ゝ
、
た
と
へ
廿
年
の
腸
を
つ
ゐ
や
す
共
、
砂
を

む
し
て
飯
と
す
る
か
こ
と
し
。
ま
た
、
功
を
隠
し
て
愚
に
遊
ふ
と
い
ふ
は
、
は

る
か
に
違
有
。
此
の
境
、
ま
か
ふ
人
多
し
。 

」（
一
一
オ

）

　
　
　

只
事
発
句
の
場

　
　

笋
や
こ
ち
の
裏
に
も
二
三
本

　
　

蕣
や
こ
ち
の
裏
に
も
二
ッ
三
ッ

　
　

植
木
や
の
自
慢
て
見
せ
る
つ
ゝ
し
哉

　
　

売
家
の
自
慢
て
見
せ
る
つ
ゝ
し
哉

温
冷
時
節
の
情
に
し
て
、
花
と
咲
、
葉
と
落
る
は
、
姿
也
。
有
情
、
非
情
、
風

声
、
水
音
も
其
感
す
る
処
よ
り
歌
と
成
り
、
発
句
と
な
る
、
其
感
す
る
処
、
花

実
濃
薄
の
違
ひ
あ
る
へ
し
。」（
一
一
ウ

）
蕣
の
二
ッ
三
ッ
と
見
入
た
る
蕣
の
感
也
。

笋
の
二
三
本
と
い
へ
る
は
、
た
ゝ
こ
と
の
み
に
し
て
、
笋
の
風
流
な
し
。
植
木

屋
の
自
慢
は
、
世
の
中
の
常
に
し
て
、
風
雅
の
見
処
な
し
。
売
家
の
方
は
志
を

か
ん
す
へ
し
。

　
　
　

取
る
場

　
　

爼
板
に
押
直
り
た
る
時
雨
哉

　
　

爼
板
に
た
ゝ
き
付
は
や
小
夜
時
雨

　
　

卯
の
花
に
娘
客
す
る
庵
か
な 

」（
一
二

オ

）

　
　

卯
の
は
な
や
娘
の
眉
の
か
ゝ
は
ゆ
き
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二
五

句
の
動
不
動
は
物
好
の
器
量
に
有
へ
し
。
時
雨
は
あ
つ
さ
に
も
か
わ
り
、
卯
の

花
は
紅
梅
山
吹
と
も
取
合
は
、
本
情
の
に
ら
み
処
お
ろ
そ
か
に
成
ゆ
へ
に
、
取

留
る
事
か
た
し
。
浜
の
真
砂
子
の
数
〳
〵
と
は
一
色
〳
〵
に
理
に
わ
か
れ
た
る

を
い
ふ
な
ら
ん
。
時
雨
の
句
は
其
場
の
観
想
な
れ
は
、
仕
立
よ
ふ
有
へ
し
。
卯

の
花
の
句
は
卯
の
花
よ
り
産
出
し
た
る
娘
に
あ
ら
」（
一
二
ウ

）
す
。
娘
よ
り
取
合

た
る
句
也
。
た
と
へ
は
、
手
先
に
て
と
り
合
す
る
と
も
、
言
下
し
に
て
十
か
八

つ
、
九
つ
取
留
ル
物
也
。
鳥
も
鳴
く
と
い
へ
は
あ
は
れ
に
、
囀
と
い
へ
は
い
さ

き
よ
き
か
た
ち
あ
ら
む
。

　
　
　

あ
く
場

　
　

ほ
と
ゝ
き
す
鳴
や
湖
水
の
笹
濁

　
　

鳴
ぬ
夜
は
と
人
は
い
ふ
也
郭
公

　
　

手
水
鉢
洗
ひ
流
し
て
草
の
花

　
　

手
水
鉢
洗
ひ
な
か
し
て
つ
は
の
華 

」（
一
三
オ

）

五
月
雨
の
少
し
晴
渡
り
て
水
の
色
笹
濁
た
る
湖
水
の
気
色
、
た
と
へ
絵
に
書
る

ほ
と
ゝ
き
す
な
り
と
も
、啼
へ
き
場
也
。
近
年
郭
公
の
句
あ
ま
た
聞
侍
れ
と
も
、

大
形
は
此
句
よ
り
孕
出
し
た
る
句
多
し
。
是
、
気
色
の
頂
上
に
し
て
、
一
毫
も

残
る
物
あ
る
へ
き
か
。
し
か
れ
共
、
一
段
高
き
所
よ
り
見
下
し
た
る
時
は
、
此

場
十
分
過
た
る
所
と
言
へ
し
。
次
の
ほ
と
ゝ
き
す
は
気
色
に
力
を
求
す
、
心
に

甘
ミ
を
不
」（
一
三
ウ

）
取
、
十
を
一
二
歩
も
か
け
た
る
処
、
句
の
高
み
と
い
ふ
へ
し
。

草
の
華
は
、
少
し
手
掛
は
取
た
れ
と
も
、
十
分
の
能
場
也
。
次
の
句
は
冬
枯
の

か
ん
〳
〵
と
さ
び
渡
た
る
庭
な
ん
と
に
、
手
水
鉢
洗
ひ
流
し
て
と
い
ふ
、
つ
は

の
花
の
さ
ひ
し
き
よ
り
花
を
見
出
し
た
る
処
、
百
ば
い
し
て
知
る
へ
し
。

　
　
　

ぬ
く
場

　
　

鶯
も
海
向
ひ
て
鳴
け
須
广
の
里 

」（
一
四

オ

）

　
　

鶯
の
海
向
ひ
て
鳴
く
須
广
の
里

　
　

春
風
や
広
野
に
う
て
ぬ
雉
子
の
声

　
　

春
の
野
を
唯
一
呑
や
雉
子
の
声

須
广
と
い
へ
は
名
処
の
上
に
立
、
う
く
ひ
す
は
諸
鳥
の
か
し
ら
に
立
。
能
場
能

物
に
て
発
句
に
な
す
処
手
柄
も
有
へ
し
。
然
と
も
、
初
の
句
は
、
此
須
广
の
里

の
鶯
な
ら
は
海
向
ひ
て
鳴
け
と
、
此
方
よ
り
下
知
し
た
る
句
也
。
後
の
句
は
、

其
志
を
ぬ
く
。此
里
の
鶯
な
ら
は
海
向
ひ
て
鳴
け
と
下
知
」（
一
四
ウ

）
せ
ん
よ
り
は
、

此
里
な
る
哉
、
鶯
も
海
向
ひ
て
な
く
と
、
自
然
を
感
し
須
广
に
志
を
持
せ
た
る

也
。
雉
子
の
句
も
、
後
句
其
志
を
ぬ
く
。
広
き
野
に
て
は
ほ
ろ
ゝ
も
う
て
す
、

せ
ま
き
野
に
て
は
う
て
る
な
と
ゝ
、
此
方
よ
り
情
を
付
ん
よ
り
は
、
只
一
呑
に

と
一
情
を
お
し
下
し
た
る
処
、
一
句
の
む
ら
な
き
句
作
と
い
ふ
へ
し
。

　
　
　

句
の
苦
ミ

　
　

水
茶
屋
の
呑
て
戻
る
や
春
の
雨 

」（
一
五
オ

）

　
　

親
方
に
寺
て
逢
た
る
暑
か
な

花
の
陰
に
腰
掛
な
ん
と
気
色
よ
く
取
并
へ
、
茶
釜
を
古
き
と
し
て
、
朝
か
け
よ

り
人
待
空
の
ほ
ろ
〳
〵
と
降
出
せ
は
、
節
角
仕
入
た
る
茶
も
む
た
事
と
成
、
ち

か
つ
き
の
出
家
、
又
は
そ
こ
ら
の
人
に
も
呑
せ
、
我
も
打
の
み
、
今
日
は
不
仕

合
に
て
、
茶
道
具
荷
ひ
帰
る
さ
ま
を
見
入
た
る
志
の
苦
ミ
と
い
ふ
へ
し
。
凉
ミ

の
句
は
、
主
掛
り
、
又
は
兄
な
ん
と
に
打
掛
り
て
、
平
生
を
律
義
に
」（
一
五
ウ

）

勉
た
る
男
成
へ
し
。
今
日
は
、
殊
更
暑
き
と
て
、
半
日
の
閑
を
ぬ
す
み
、
心
安

き
旦
那
寺
へ
行
は
、
ふ
と
親
方
の
居
て
物
く
ひ
酒
呑
み
せ
る
処
へ
行
掛
り
、
俄

に
は
つ
し
も
成
ら
す
、
う
ず
〳
〵
と
し
は
ら
く
時
を
移
す
な
と
、
一
興
の
苦
ミ

と
い
ふ
へ
し
。
句
は
前
後
を
は
し
る
を
変
風
の
命
と
す
る
也
。

　
　
　

未
来
を
取
句

　
　

巣
の
雀
隣
合
て
や
は
つ
桜 

」（
一
六
オ

）

　
　

尻
飛
ひ
に
闇
の
い
な
こ
や
穂
の
頭

千
草
万
木
枯
れ
尽
し
た
る
よ
り
、
お
の
か
家
造
ら
ん
と
、
少
し
風
よ
け
し
た
る

所
に
巣
を
く
ふ
た
る
雀
な
る
へ
し
。
春
も
二
月
初
か
た
よ
り
、
左
右
の
枯
木
打

し
ら
み
て
、
見
れ
る
初
桜
の
咲
出
し
た
る
也
。
是
不
求
し
て
自
然
の
気
色
に
合

ふ
た
る
句
也
。
惣
て
、
句
は
、
は
つ
桜
と
置
て
、
何
〳
〵
と
相
手
を
探
、
十
に
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二
六

八
つ
九
つ
は
句
す
る
事
也
。
此
は
つ
桜
は
、
未
来
に
し
て
」（
一
六
ウ

）、
自
然
に
取

留
た
る
気
色
也
。
い
な
こ
の
句
も
、
求
す
し
て
天
然
穂
の
頭
と
飛
あ
た
り
た
る

句
、
理
屈
ぬ
き
た
る
俳
諧
の
地
成
る
へ
し
。

　
　
　

手
を
放
場

　
　

松
杉
を
ほ
め
て
や
風
の
薫
る
音

　
　

飛
込
ん
た
ま
ゝ
か
都
の
ほ
と
ゝ
き
す

　
　

ま
た
冷
ぬ
瓦
落
け
り
寺
の
屋
根

　
　

松
風
や
軒
を
め
く
り
て
秋
く
れ
ぬ

此
句
評
な
し
。
味
ひ
し
る
へ
し
。 

」（
一
七
オ

）

　
　
　

気
色
之
句

　
　

白
妙
の
月
夜
烏
や
花
の
奥

　
　

蛍
火
や
吹
飛
は
さ
れ
て
鳰
の
闇

　
　

秋
風
や
筧
も
来
た
り
こ
な
ん
た
り

　
　

鳶
の
羽
も
さ
わ
ら
は
雲
の
時
雨
口

　
　
　

同
一
転
之
句

　
　

山
越
に
都
を
覗
く
雲
雀
か
な

　
　

白
雨
や
降
そ
こ
の
ふ
て
雲
の
み
ね

　
　

夕
貌
や
か
い
ま
か
る
ほ
と
秋
は
来
ぬ

　
　

頭
巾
着
て
顔
さ
し
込
や
縄
す
た
れ 
」（
一
七
ウ

）

　
　
　

心
之
句

　
　

蓬
莱
に
聞
は
や
い
勢
の
初
便

　
　

夏
の
夜
や
夜
半
に
暮
て
町
の
音

　
　

文
月
や
六
日
も
常
の
夜
に
は
似
す

　
　

着
て
立
は
夜
の
衾
も
な
か
り
け
り

　
　
　

同
一
転
之
句

　
　

角
頭
巾
と
ち
へ
投
て
も
花
の
春

　
　

凉
み
す
る
中
に
見
ら
れ
て
凉
み
け
り

　
　

念
頃
に
隣
は
光
れ
星
の
留
守

　
　

藍
つ
ほ
に
切
れ
を
失
ふ
寒
さ
哉 

」（
一
八
オ

）

右
十
六
篇
は
高
名
の
作
者
、
時
に
あ
や
ま
れ
る
句
、
又
千
眼
一
到
の
句
、
集
々
よ

り
引
出
し
て
教
と
す
る
処
也
。
此
一
歩
よ
り
踏
出
さ
は
、
千
里
も
あ
や
ま
ち
有
へ

か
ら
す
。
今
時
の
俳
諧
、
多
は
是
等
の
変
あ
る
処
を
知
ら
す
。
足
本
に
な
つ
み
、

或
手
前
な
し
の
め
つ
た
的
に
し
て
、
百
発
に
一
的
す
る
事
な
し
。
た
と
へ
は
、
た

ま
〳
〵
偶
中
あ
る
と
も
、
作
者
は
夢
う
つ
ゝ
の
こ
と
く
に
そ
あ
ら
む
。」（
一
八
ウ

） 

句
は
た
ゝ
此
変
を
本
と
し
て
、
時
日
の
非
成
る
事
を
お
も
ふ
へ
し
。

　
　
　

附
句
十
四
体

附
句
は
見
聞
思
の
三
つ
よ
り
別
れ
て
、
千
草
万
木
鳥
獣
季
節
昔
今
の
事
を
前
句

に
対
し
て
産
出
せ
る
物
也
。
さ
れ
は
、
蕉
門
の
は
い
か
ひ
、
字（
マ
マ
）眼
、
冬
の
日
よ

り
改
り
て
、
ひ
さ
こ
、
あ
ら
野
の
間
に
掛
渡
る
事
、
年
久
し
。
然
れ
共
、」

（
一
九
オ

）
間
々
附
句
理
屈
に
落
、
又
は
俗
談
平
話
の
化
事
に
走
り
て
、
既
に
風
雅

の
二
字
か
す
か
な
れ
は
、
元
禄
の
初
に
一
洗
し
て
、
猿
簑
（
マ
マ
）集
を
作
れ
り
。
深

川
の
集
、
是
に
よ
る
。
此
か
た
ち
、
花
を
拾
ひ
、
実
を
提
（
マ
マ
）り
て
、
皮
肉
骨
の
三

つ
を
作
れ
る
物
也
。
其
後
、又
新
風
を
起
こ
し
た
ま
ふ
。
炭
俵
集
也
。
有
磯
海
、

是
に
よ
る
。
此
時
、
ね
は
り
甘
ミ
を
は
ふ
き
、
能
場
を
捨
、
工
ミ
を
ぬ
き
、
多

は
□
（
虫
損
）」（
一
九
ウ

）
事
の
場
に
俳
諧
の
有
事
を
見
出
し
て
、
不
易
に
不
背
、
流
行
に

飛
流
す
る
も
の
也
。
又
、
続
猿
み
の
集
あ
り
。
是
は
、
猶
一
転
の
変
行
に
し
て
、

句
に
居
て
句
を
作
ら
す
、
変
の
実
、
実
の
変
よ
り
に
ら
み
出
せ
る
物
也
。
初
心

の
為
に
其
句
を
あ
け
て
、
時
々
の
変
行
を
知
し
む
る
も
の
也
。

　
　
　

俳
諧
時
候
之
変 

」（
二
〇

オ

）

　
　

冬
の
日　

あ
ら
野　

ひ
さ
こ

　
　
　

ひ
と
り
世
話
や
く
寺
の
あ
と
取
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二
七

　
　

此
里
に
古
き
玄
蕃
の
名
を
伝
へ

　
　

あ
や
に
く
に
煩
ふ
妹
か
夕
な
か
め

　
　
　

あ
の
雲
は
誰
か
儚
つ
ゝ
む
そ

　
　

秋
の
田
を
苅
せ
ぬ
公
事
の
長
引
て

　
　
　

さ
ひ
〳
〵
な
か
ら
文
字
問
に
来
る 

」（
二
〇
ウ

）

　
　
　

理
を
推
れ
た
る
秋
の
夕
暮

　
　

ひ
や
ふ
た
ん
の
大
サ
五
石
計
な
り

　
　
冬
の
日

　
　
　

靏
見
る
窓
に
月
幽
な
り　
　
　

野
水

　
　

風
吹
ぬ
秋
の
日
瓶
に
酒
な
き
日　
　

翁

　
　
　

秋
の
気
色
の
畑
見
る
客

　
　

我
ま
ゝ
に
い
つ
か
此
世
を
背
く
へ
き

　
　
　

火
は
し
の
は
ね
て
手
の
あ
つ
き
也 
」（
二
一
オ

）

　
　

隠
す
物
見
せ
よ
と
人
の
立
掛
り

　
　
　

明
日
は
か
た
き
に
首
送
り
せ
む

　
　

小
三
太
に
盃
と
ら
せ
一
う
た
ひ

　
　
　
　

猿
簑
（
マ
マ
）集

　
　
　

芙
蓉
の
花
の
は
ら
〳
〵
と
散

　
　

吸
物
は
先
つ
て
か
さ
れ
し
水
善
寺

　
　
　

稲
の
葉
の
ひ
の
力
な
き
か
せ 

」（
二
一
ウ

）

　
　

発
心
の
は
し
め
に
越
る
鈴
鹿
山

　
　
　

雨
の
や
と
り
の
無
常
迅
速

　
　

昼
ね
ふ
る
青
鷺
の
身
の
尊
さ
よ

　
　
　

独
直
り
し
今
朝
の
腹
立

　
　

一
時
に
二
日
の
物
も
く
ふ
て
お
く

　
　

冬
空
の
荒
に
成
た
る
北
お
ろ
し

　
　
　

旅
の
馳
走
に
有
明
し
置 

」（
二
二
オ

）

　
　

追
立
て
早
き
御
馬
の
力
（
マ
マ
）持

　
　
　

丁
稚
か
荷
ふ
水
こ
ほ
し
た
り

　
　

此
筋
は
銀
も
見
知
ら
す
不
自
由
さ
よ

　
　
　

只
と
ひ
や
ふ
し
に
長
き
脇
指

　
　

物
お
も
ひ
け
る
は
忘
れ
て
休
む
日
に

　
　
　

迎
せ
は
し
き
殿
よ
り
の
ふ
み

　
　
　
　

炭
俵
集 

」（
二
二
ウ

）

　
　

風
細
ふ
夜
明
烏
の
鳴
渡
り　
　
　
　

岱
水

　
　
　

家
の
流
れ
た
あ
と
を
見
に
行　
　

利
牛

　
　

鯲
汁
若
ひ
も
の
よ
り
能
な
り
て　
　
　

翁

　
　

方
〳
〵
に
十
夜
の
内
の
か
ね
の
音　
　

翁
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二
八

　
　
　

桐
の
木
高
く
月
さ
ゆ
る
也　
　
　

野
坡

　
　
　

は
つ
ち
坊
主
を
上
へ
あ
か
ら
せ　

利
牛

　
　

泣
事
の
ひ
そ
か
に
出
来
し
浅
ち
ふ
に　

翁

 

」（
二
三
オ

）

　
　

椽
は
な
に
腫
た
る
足
を
な
け
出
し

　
　
　

鍋
の
鋳
か
け
を
念
入
て
見
る

　
　

預
け
た
る
味
を
取
ニ
や
る
向
河
岸

　
　
　

ひ
た
と
言
出
す
御
袋
の
事

　
　

上
置
の
干
菜
刻
む
も
う
は
の
空

　
　
　

馬
に
出
ぬ
日
は
内
て
恋
す
る

　
　

伐
す
か
す
椴
と
桧
の
す
れ
合
て 

」（
二
三
ウ

）

　
　
　

赤
ひ
小
宮
は
新
し
き
う
ち

　
　
　

天
満
の
状
を
又
わ
す
れ
た
り

　
　

広
袖
を
上
に
ひ
つ
は
る
船
の
者

　
　
　
　

続
猿
簑
（
マ
マ
）集

　
　
　

有
付
て
行
出
羽
の
庄
内

　
　

此
盆
は
ま
こ
と
の
母
の
あ
と
弔
ひ
て

 

」（
二
四

オ

）

　
　
　

赤
鶏
頭
を
庭
の
正
面

　
　

定
ら
ぬ
娘
の
心
と
り
し
つ
め

　
　
　

ま
た
沙
汰
な
し
に
娘
よ
ろ
こ
ふ

　
　

と
さ
く
さ
と
大
卅
日
も
四
つ
の
か
ね

　
　
　

は
ん
僧
は
し
る
乗
物
の
脇

　
　

そ
く
や
ふ
に
長
刀
坂
の
冬
の
か
せ

　
　
　

昼
寐
の
く
せ
を
直
し
か
ね
け
り 

」（
二
四
ウ

）

　
　

聟
か
来
て
に
つ
と
も
せ
つ
に
物
語

　
　

米
搗
も
け
ふ
は
よ
し
と
て
か
へ
す
也

　
　
　

か
ら
身
て
市
の
中
を
お
し
合
ふ

　
　

浜
出
し
の
牛
に
俵
を
運
ふ
也

　
　
　

馴
ぬ
よ
め
に
は
隠
す
内
證

　
　

鶏
の
あ
か
る
と
や
か
て
暮
の
月

　
　
　

通
り
の
な
さ
に
見
せ
立
る
秋 

」（
二
五
オ

）

如
此
は
い
か
ひ
俳
姿
の
移
替
事
は
、
時
の
気
運
に
よ
り
、
変
に
応
し
化
に
随
ふ

も
の
也
。
此
外
門
人
の
集
凡
貳
百
余
艸
に
及
ふ
と
い
へ
と
も
、
あ
る
ひ
は
其
撰

者
一
己
の
理
に
落
入
、ま
た
は
見
解
し
て
道
を
あ
や
ま
る
た
く
ひ
多
し
。
句
は
、

唯
半
熟
の
人
に
は
理
を
解
し
、
其
己
よ
り
上
の
人
に
は
句
を
と
く
と
知
へ
し
。

 

」（
二
五

ウ

）

　
　
　

十
四
体

凡
、
附
句
は
な
く
る
場
有
、
掛
る
場
あ
り
。
此
二
つ
の
物
は
、
前
句
の
陰
陽
よ

り
見
入
、
然
も
自
由
の
立
初
る
も
の
な
り
。
蕉
門
の
教
に
、
附
句
は
無
分
別
の

地
よ
り
前
句
を
踏
く
た
き
て
、
邪
正
一
毫
の
念
も
心
頭
に
留
す
、
只
初
念
の
気
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二
九

さ
き
な
り
、
と
教
る
あ
り
。
是
は
、
前
句
に
引
し
は
ら
れ
て
輪
廻
執
着
の
場
に

ふ
み
入
た
る
作
者
の
ね
は
り
を
打
払
ふ
へ
き
、
仮
の
」（
二
六
オ　

）
教
へ
な
る
へ
し
。

又
、
附
句
は
一
句
に
一
句
な
ら
て
は
附
さ
る
も
の
也
、
と
い
へ
る
有
。
是
は
、

前
句
に
差
別
な
く
、
野ヤ

卑ヒ

虚キ
ヨ

々
の
句
に
姿
弁
を
付
て
、
只
口
さ
は
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　

  

ウ
ハ
ノ
ソ
ラ
ノ
句
ニ
ヤ

み
言
似
せ
た
る
偶
中
の
作
者
を
い
ま
し
め
た
る
物
な
れ
は
、
あ
な
か
ち
に
是
非

の
論
に
及
ふ
へ
か
ら
す
。
此
十
四
体
五
品
は
、
今
の
遊
ひ
所
に
し
て
、
自
由
転

変
の
場
也
。
句
は
落
入
へ
か
ら
す
、
理
に
な
つ
む
事
な
か
れ
。
中
古
附
句
に
、

寄
り
と
言
、」（
二
六
ウ

）
運
ひ
と
言
、
風
情
と
言
、
移
り
と
言
事
な
と
有
。
是
等
は
、

皆
句
成
て
の
名
目
な
り
。
十
四
体
五
品
は
、
前
句
定
り
て
、
お
の
つ
か
ら
心
頭

に
う
か
む
。
謦ニ
ホ
イ、
さ
び
、
し
ほ
り
、
と
言
ふ
は
、
句
外
の
妙
に
し
て
、
新
古
親

疎
の
差
別
な
し
。
匂
ひ
は
情
の
余
り
也
。
さ
ひ
は
さ
ひ
し
き
に
も
あ
ら
す
、
し

ほ
り
は
し
ほ
ら
敷
に
も
あ
ら
す
。

　
　
　
　

句
の
甘
ミ 

」（
二
七
オ

）

　
　

分
別
の
外
に
な
き
間
を
あ
き
果
て

　
　
　

二
方
を
椽
に
野
菊
鶏
頭

此
句
、
世
間
を
あ
き
は
て
ゝ
と
い
へ
る
前
句
の
実
情
を
取
り
て
、
其
表
を
引
た

る
句
也
。
附
句
は
裏
に
志
し
を
感
し
、
表
に
た
ゞ
言
を
つ
く
す
物
な
れ
は
、
再

吟
し
て
此
句
の
甘
き
事
を
し
る
へ
し
。

　
　
　
　

千
眼
一
到
之
句

　
　

二
階
へ
と
つ
と
上
る
小
燈
し

　

お
し
へ
し
に
仕
切
を
渡
す
肥
前
船 

」（
二
七
ウ

）

前
句
の
い
そ
か
し
き
を
、
祭
の
宵
、
盆
、
節
季
、
又
は
問
屋
な
と
ゝ
見
入
て
、

か
く
表
に
お
し
当
た
る
初
念
の
句
に
し
て
、
千
眼
に
背
へ
か
ら
す
。
次
句
は
物

を
拾
ひ
、
も
の
を
捨
て
、
気
の
風
流
を
咄
も
の
な
れ
は
、
常
の
志
に
有
へ
し
。

　
　
　
　

附
句
の
理
屈

　
　
　

今
年
の
土
用
あ
た
ま
か
ら
照
る

　
　

う
ゑ
〳
〵
の
口
に
も
入
ら
ぬ
さ
か
な
き
れ

朱
を
赤
き
と
言
、
雪
を
白
き
と
言
へ
る
、
さ
し
」（
二
八
オ

）
当
り
た
る
理
屈
に
あ

ら
ね
と
、
土
用
の
照
り
渡
り
た
る
に
肴
の
無
き
と
は
勿
論
也
。
か
ゝ
る
理
屈
の

句
、
い
に
し
へ
は
初
心
の
手
掛
り
と
も
成
り
侍
れ
と
、
今
、
蕉
門
に
是
を
悪
む

事
甚
し
。

　
　
　
　

能
き
場

　
　
　

敵
寄
る
か
と
村
ま
つ
の
音

　
　

盃
に
母
の
涙
を
ほ
し
か
ね
て

右
、
深
川
の
席
に
し
て
此
句
を
も
ふ
け
給
ひ
、
人
々
に
の
た
ま
け
る
は
、
此
打

か
た
め
た
る
」（
二
八
ウ

）
形
チ
、附
句
の
能
き
場
也
。
句
々
に
此
所
を
案
し
侍
ら
は
、

情
細
リ
気
か
た
ま
て
（
マ
マ
）て
、
終
に
心
の
規
矩
、
廓
を
出
へ
か
ら
す
。
た
と
ひ
句
の

志
し
は
爰
に
あ
り
と
も
、
句
作
は
ひ
ろ
く
和
く
へ
し
と
て
、

　
　

有
明
に
な
し
打
烏
帽
子
着
た
り
鳬

と
言
へ
る
句
に
は
定
め
た
ま
ふ
る
よ
し
、
東
武
の
門
人
、
物
語
り
侍
る
。

　
　
　
　

中
よ
り
行
場 

」（
二
九
オ

）

　
　

行
燈
を
二
人
の
中
に
引
向
て

　
　
　

ま
た
は
ら
〳
〵
と
霰
ふ
り
出
す

此
句
は
精
神
を
と
が
め
す
し
て
、
只
中
よ
り
走
り
て
句
を
な
ら
べ
た
る
物
也
。

此
か
た
ち
、
世
に
多
し
。
軽
ミ
と
言
、
な
ぐ
り
と
言
ふ
も
、
其
寄
所
を
知
ら
さ

れ
は
句
々
に
覚
束
な
し
。

　
　
　
　

一
句
の
理
屈

　
　

駕
籠
舁
の
こ
ま
ひ
旦
那
を
悦
ひ
て

　
　
　
　

一
句
手
帳 

」（
二
九
ウ

）

　
　

筧
の
水
を
庵
に
取
な
り

　
　
　
　

天
地
の
句

　
　

二
月
に
な
れ
は
桃
の
華
咲
く

　
　
　
　

作
者
の
句

　
　

二
月
は
旅
て
桃
の
は
な
見
る
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三
〇

右
、
理
屈
、
甘
ミ
、
千
眼
一
到
は
、
初
心
の
為
に
顕
し
、
能
き
場
、
中
よ
り
行

場
は
、
半
熟
の
人
の
為
に
あ
ら
は
し
侍
る
。
句
は
外
物
に
あ
つ
か
ら
す
、
前
句

の
精
神
を
よ
く
見
留
て
自
由
を
演
る
」（
三
〇
オ

）
も
の
な
り
し
。

　
　
　
　

句
作

　
　

帋
燭
と
も
し
て
見
す
る
足
も
と

　
　

背
中
ひ
ね
り
て
見
す
る
足
も
と

句
作
は
、
し
め
る
と
、
は
し
や
く
と
な
り
。
帋
燭
燈
し
て
と
い
へ
る
か
た
は
、

尋
常
の
事
に
し
て
、
句
に
見
へ
き
力
薄
し
。
背
中
ひ
ね
り
て
と
い
か
む
は
、
其

場
の
俳
諧
有
。
或
人
、
先
達
に
此
事
を
問
。
答
て
曰
、
句
作
は
た
く
み
を
捨
て
、

耳
に
立
詞
を
求
め
す
。
唯
、
一
下
し
」（
三
〇
ウ

）
に
い
へ
る
を
上
品
と
す
。
た
と

へ
は
、
手
入
し
菊
の
咲
て
見
事
さ
、
と
作
れ
る
句
は
、
五
文
字
の
理
屈
あ
り
。

手
入
れ
ぬ
菊
の
咲
て
見
事
さ
よ
と
い
は
ん
な
。
は
か
る
へ
し
。
さ
れ
は
、
句
に

千
歳
不
易
あ
り
。
一
時
流
行
あ
り
。
此
句
、
又
流
行
し
て
、
今
是
を
思
ふ
に
、

見
事
の
二
字
、
句
中
に
甘
ミ
あ
る
へ
し
。

　
　
　
　

物
数
奇

　
　
　

二
両
の
鯛
を
く
さ
ら
か
し
け
り 

」（
三
一
オ

）

　
　

く
さ
る
ほ
と
取
れ
た
る
鯛
の
つ
か
ひ
も
の

是
等
は
物
数
奇
の
格
に
し
て
、
何
れ
の
句
も
、
此
風
流
よ
り
出
侍
る
也
。
た
と

へ
は

　
　
　

死
る
合
点
て
煩
ふ
て
居
る

是
、
実
情
の
句
也
。
是
を
打
返
し
て
、

　
　
　

死
ぬ
合
点
て
煩
ふ
て
居
る

と
見
入
た
る
場
も
有
ぬ
へ
し
。
此
両
句
、
又
変偏

な
り
と
見
出
し
侍
ら
ん
人
は
、

句
々
に
手
を
放
れ
た
る
作
者
成
へ
し
。
惣
而
句
作
は
前
句
を
受
侍
ら
は
、
猶
以

一
変偏

に
留
る
」（
三
一

ウ

）
へ
か
ら
す
。

　
　
　
　

條
々

一　

附
句
は
七
情
よ
り
発
り
て
変
実
一
転
の
差
別
有
事
。

一　

恋
、
旅
、
気
色
の
句
は
、
前
句
の
馳
走
に
よ
る
へ
き
事
。

一　

天
象
、
時
曇
等
は
、
力
を
入
す
し
て
逃
る
事
な
か
れ
。

一　

都
鄙
、
老
若
、
貴
賤
等
は
、
其
品
に
」（
三
二
オ

）
落
へ
か
ら
す
。

一　

盆
、
歳
暮
、
寒
暑
等
は
、
其
理
に
落
へ
か
ら
す
。

一　

附
句
に
甘
ミ
有
、
仙
眼
一
到
の
場
あ
り
、
は
ま
る
へ
か
ら
す
。

一　

附
句
は
、
前
句
の
動
不
動
を
定
て
句
を
は
か
る
事
。

一　

附
句
の
理
屈
、
同
し
く
手
帳
有
、
逃
へ
し
。

一　

物
数
奇
は
変
を
好
む
へ
か
ら
す
。 

」（
三
二
ウ

）

一　

句
に
天
地
の
句
有
、
作
者
の
句
有
、
力
を
入
へ
し
。

一　

附
句
は
、
一
二
句
も
引
た
く
り
て
、
一
定
す
へ
き
事
。

　

以
上

　
　

星
の
光
り
に
居
る
椽
先
き

　
　
　
　

見

　

峯
の
火
の
は
つ
は
と
下
る
愛
岩
道

　
　
　
　

聞 

」（
三
三
オ

）

　

此
分
て
梅
雨
も
上
る
海
の
音

　
　
　
　

鬼

　

旅
に
や
る
弟
か
事
を
泣
は
れ
て

　
　
　
　

神
祇

　

里
神
楽
鳴
出
す
鶏
を
待
合

　
　
　
　

尺
教

　

目
か
明
け
は
又
題
目
を
喝
つ
ゝ

　
　
　
　

恋

　

二
度
逢
ふ
て
今
年
も
暮
し
浮
思
ひ
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三
一

　
　
　
　

無
情 

」（
三
三
ウ

）

　

竃
馬
も
皆
死
は
て
ゝ
か
せ
の
音

　
　
　
　

旅

　

五
人
前
取
集
た
る
傘
合
羽

初
心
の
句
を
案
す
る
、
附
句
の
理
を
ぬ
き
、
甘
ミ
を
払
ひ
、
外
物
に
か
ゝ
は
ら

す
と
は
か
り
案
し
入
た
る
時
は
、
前
句
の
手
柄
を
失
ひ
、
い
つ
れ
を
取
留
る
地

な
し
。
只
、
一
気
走
り
て
か
く
句
と
成
事
を
し
ら
し
む
る
な
り
。 

」（
三
四
オ

）

　
　
　
　

喜　
　

或
人
言
、
見
入
成
へ
し
。

　
　

星
の
光
に
居
る
椽
さ
き

　

白
鷺
に
合
た
る
鷹
を
安
め
置

　
　
　
　

苦　
　

意
気
成
へ
し
。

　
　

星
の
光
り
も
薄
き
椽
さ
き

　

襟
も
と
に
腫
た
る
乳
を
指
出
し
て

　
　
　
　

鈍　
　

其
場
成
へ
し
。

　
　

星
の
光
り
を
の
そ
く
椽
先
き

　

盃
の
二
へ
ん
廻
れ
は
な
ま
欠

　
　
　
　

利　
　

情
を
押
成
へ
し
。 

」（
三
四
ウ

）

　
　

ほ
し
の
光
り
の
か
ゝ
る
椽
先

　

隠
す
事
書
て
封
す
る
国
便

此
四
つ
の
物
に
て
前
句
を
引
お
と
す
な
り
。
執
行
せ
ん
人
、
工
夫
あ
る
へ
し
。

　
　
　
　

十
四
体
名
目

俤　
　
　
　

観
想　
　
　

俗
事　
　
　

見
入　
　
　

乗　
　
　
　

力
を
取
句

人　
　
　
　

か
け　
　
　

場　
　
　
　

打
返
場　
　

意
気　
　
　

挫

情
押
句　
　

な
く
り 

」（
三
五

オ

）

俤　
　
　

前
句
の
位
を
定
而
其
俤
を
産
出
す
。
句
成
て
ひ
ゝ
き
分
明
也
。

観
想　
　

一
気
の
静
る
所
よ
り
古
今
を
感
出
ス
。

人　
　
　

人
を
取
て
今
日
を
尽
し
、
又
物
よ
り
人
を
見
出
す
。

場　
　
　

足
下
の
事
を
あ
ら
は
す
。 

」（
三
五
ウ

）

見
入　
　

か
け
よ
り
見
入
て
句
の
体
を
定
む
。

乗　
　
　

前
句
の
気
を
つ
れ
て
句
と
成
る
。

力
を
取　

前
句
の
力
に
乗
て
直
ニ
品
を
尽
く
す
。

意
気　
　

前
脉
の
あ
ら
は
る
ゝ
を
取
。

情
押
句　

句
の
裏
に
情
の
隠
れ
た
る
を
押
出
ス
。 

 

」（
三
六
オ

）

俗
言　
　

産
業
得
失
、
今
日
の
事
を
取
ら
へ
て
句
と
成
す
也
。

挫　
　
　

前
句
を
取
ひ
し
き
て
、
空
に
情
を
作
る
。

掛　
　
　

第
三
の
形
に
し
て
両
句
合
体
す
。

な
く
り　

千
変
万
化
に
理
の
合
ふ
へ
き
を
打
な
く
る
也
。 

」（
三
六

ウ

）

打
返
句　

前
句
の
力
を
ぬ
き
か
ゆ
る
也
。
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三
二

　
　
　

俤

　
　

肩
と
か
る
ま
て
物
お
も
ふ
秋

　

折
方
の
白
紙
匂
ふ
暮
の
月

　
　
　

観
想

　
　

小
笹
の
中
に
見
入
た
る
十
五
夜

　

不
立
羽
な
鑓
に
て
人
に
養
は
れ 

」（
三
七
オ

）

　
　
　

人

　

相
応
な
養
子
も
あ
れ
と
う
か
〳
〵
と

　
　

片
言
ま
せ
て
公
事
の
発
反

　
　
　

見
入

　

昼
顔
の
花
猶
白
し
あ
ら
し
山

　
　

下
部
め
し
た
る
馬
の
片
腹

　
　
　

乗

　

も
ゝ
た
ち
を
皆
い
さ
き
能
取
摘 
」（
三
七
ウ

）

　
　

目
面
を
も
見
え
す
霰
ふ
る
也

　
　
　

力
を
取
句

　

川
渡
る
二
布
膝
ふ
し
か
き
上
て

　
　

い
よ
〳
〵
兄
は
ふ
つ
と
道
心

　
　
　

打
返
ス
句

　

三
尺
に
余
る
刀
を
ね
ち
込
て

　
　

雫
の
酒
に
か
ほ
赤
み
け
り

 

」（
三
八
オ

）

　
　
　

意
気

　
　

書
付
見
せ
て
一
歩
手
渡
し

　

面
目
に
な
け
れ
と
今
度
死
は
く
れ

　
　
　

場

　
　

蒲
団
の
上
に
尼
の
気
晴
ら
し

　

た
も
と
よ
り
落
た
る
物
を
い
た
ゝ
き
て

　
　
　

情
押
句

　
　

何
事
も
心
に
持
た
て
打
こ
ろ
び 

」（
三
八
ウ

）

　

又
く
わ
た
ひ
し
と
御
袋
の
部
屋

　
　
　

俗
言

　

此
度
は
伊
勢
の
上
下
も
よ
し
に
し
て

　
　

残
る
片
目
の
療
治
最
中

　
　
　

挫

　
　

不
断
に
見
ゆ
る
銀
の
土
器

　

急
度
し
て
こ
さ
る
御
寺
は
中
気
に
て 

」（
三
九
オ

）

　
　
　

掛
句

　
　

有
馬
の
人
の
判
と
り
に
来
る

　

祭
（
虫
損
）見
る
片
手
に
蛸
を
は
さ
ま
れ
て

　
　
　

な
く
り

　

片
腕
と
思
ふ
阿
房
は
死
果
て
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三
三

　
　

丸
太
の
は
し
子
二
段
引
ツ
切
ル

俤
、
見
入
、
乗
リ
、
観
想
、
情
を
押
ス
句
、
力
を
取
る
句
は
、
実
よ
り
は
し
り
、」

（
三
九
ウ

）
意
気
、
打
返
ス
句
、
挫
、
人
、
場
、
俗
言
、
な
く
り
は
、
句
の
虚
よ
り

走
る
也
。
此
十
四
体
は
蕉
門
の
教
と
す
る
所
也
。
今
の
作
者
、
理
屈
、
古
ミ
を

恐
れ
て
、
不
実
単
卑
の
句
に
形
を
附
け
、
唯
逃
ま
は
る
句
多
し
。
又
、
口
当
り

き
ら
〳
〵
と
言
下
せ
は
、
蕉
門
の
変
風
也
と
言
て
、
一
己
能
心
に
も
落
さ
る
句

共
を
、
風
情
よ
し
、
の
が
れ
よ
し
な
ど
ゝ
い
へ
り
。
風
情
と
い
へ
る
句
を
見
る

に
、
大
か
た
品
」（
四
〇
オ

）
位
よ
り
出
て
前
句
に
随
ひ
、
理
の
見
え
さ
る
附
な
り
。

遁
れ
と
い
へ
る
は
、
唯
中
よ
り
走
リ
た
る
也
。
風
情
と
い
へ
る
は
、
ひ
ゞ
き
の

軽
き
物
に
て
、
両
句
の
間
、
手
尓
葉
の
能
廻
り
ま
は
る
も
の
也
。
遁
れ
と
言
は
、

な
く
り
の
形
に
し
て
、
一
筋
の
習
ひ
有
へ
し
。
た
と
へ
疎
句
一
行
の
は
し
り
と

い
へ
共
、
二
三
句
も
集
て
、
又
是
を
は
な
し
て
句
と
成
る
事
、
蕉
門
の
変
行
な

る
へ
し
。 

」（
四
〇
ウ

）

　
　
　
　

五
品

　

欺
場　
　

属
挫

　
　

白
粉
の
㒵
も
掛
す
頬
た
は
こ

　
　
　

無
分
別
か
ら
長
刀
も
売
る

　

飽
場　
　

属
な
く
り

　
　

浮
恋
の
果
は
な
け
ふ
し
一
ッ
也

　
　
　

め
し
は
か
り
喰
ふ
ゆ
き
の
静
さ

　

苦　
　
　

属
打
返
ス

　
　

ほ
つ
こ
り
と
一
ッ
呑
た
る
料
理
ま
へ

　
　
　

書
付
て
来
る
店
ち
ん
の
事 

」（
四
一

オ

）

　

志

　
　

衣
配
り
奥
も
勝
手
も
と
ろ
〳
〵
と

　
　
　

朝
茶
を
す
ゝ
る
畳
や
の
弟
子

　　
　
　

泥
に
凍
の
と
く
る
汐
か
せ

　
　

こ
つ
〳
〵
と
咳
ほ
そ
ふ
弓
た
め
て

五
品
は
口
決
あ
り
。
是
変
風
の
涼
し
き
所
に
し
て
、
未
熟
の
作
者
争
所
に
あ
ら

す
。
十
四
体
は
肉
を
は
し
り
、」（
四
一
ウ

）
五
品
は
骨
を
は
し
る
。
句
は
一
気
の
ま

ろ
ひ
出
た
る
物
な
れ
は
、
ま
と
か
成
時
は
、
乾
坤
の
間
に
み
ち
て
、
月
を
思
ひ
、

ほ
し
を
思
ふ
。
と
が
れ
る
時
は
、
花
鳥
人
情
に
入
て
、
虚
実
観
苦
の
中
を
走
る
。

附
句
は
、
只
前
句
を
ふ
み
は
つ
し
て
、
き
ら
〳
〵
と
す
る
物
に
婚
し
て
句
と
成

る
と
知
る
へ
し
。

　

正
徳
五
未
之
冬 

」（
四
二
オ

）

　
　
（
白
紙
） 

」（
四
二
ウ

）

　
　
（
白
紙
） 

」（
四
三
オ
～

四
七
ウ

）

　
　
（
白
紙
） 

」（
遊
紙
一
丁

）

　
　
（
白
紙
） 

」（
裏
表
紙

見
返
し

）

　
　
（
裏
表
紙
）

〈
付
記
〉

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
手
錢
家
の
皆
様
に
は
特
段
の
お
世
話
に
預
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
手
錢
記
念
館
の
佐
々
木
杏
里
様
に
は
、
細
部
に
わ
た
り
懇
切
な

ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、拙
稿「
季
硯
句
集『
松
葉
日
記
』―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料（
一
）

―
」（『
山
陰
研
究
』
第
六
号
、
平
成
25
年
12
月
、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研

究
セ
ン
タ
ー
）、
同
「
翻
刻
・
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
伝
書
（
一
）
―
手
錢
記
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三
四

念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
二
）
―
」（『
湘
北
紀
要
』
三
十
五
号
、平
成
26
年
３
月
、

湘
北
短
期
大
学
）、
同
「
百
蘿
追
善
集
『
あ
き
の
せ
み
』
―
手
錢
記
念
館
所
蔵

俳
諧
資
料
（
三
）
―
」（『
山
陰
研
究
』
第
七
号
、
平
成
26
年
12
月
、
島
根
大
学

法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
）、
同
「
翻
刻
・
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
伝
書

（
二
）
―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
四
）
―
」（『
湘
北
紀
要
』
三
十
六
号
、

平
成
27
年
３
月
、湘
北
短
期
大
学
）、同
「
衝
冠
斎
有
秀
追
善
集
『
追
善
華
罌
粟
』

―
手
錢
記
念
館
所
蔵
俳
諧
資
料
（
五
）
―
」（『
山
陰
研
究
』
第
八
号
、
平
成
27

年
12
月
、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
公
開
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
〇
一
三

～
二
〇
一
五
年
度
、
代
表
・
野
本
瑠
美
）、
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
近

世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」（
代
表
・
大
高
洋
司
）、
科
学
研
究
費
補

助
金（
基
盤
研
究（
Ｃ
））「「
人
を
結
び
つ
け
る
文
化
」と
し
て
の
俳
諧
研
究
」（
研

究
課
題
番
号26370259

）（
代
表
・
伊
藤
善
隆
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〈
図
版
〉

１
．『
誹
諧
之
伝
系
』
伝
系
（
巻
頭
）
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三
五

２
．『
誹
諧
之
伝
系
』
伝
系
・
対
聯

３
．『
誹
諧
之
伝
系
』
発
句
・
署
名
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三
六

４
．『
誹
諧
之
伝
系
』
署
名
・
宛
名
（
巻
末
）

５
．『
蕉
門
誹
諧
大
意　

ふ
も
と
の
塵
』
表
紙
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三
七

６
．『
蕉
門
誹
諧
大
意　

ふ
も
と
の
塵
』
巻
頭
（
遊
紙
ウ
・
一
オ
）

７
．『
蕉
門
誹
諧
大
意　

ふ
も
と
の
塵
』（
二
ウ
・
三
オ
）
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三
八

８
．『
蕉
門
誹
諧
大
意　

ふ
も
と
の
塵
』
巻
末
（
二
二
ウ
・
遊
紙
オ
）

９
．『
蕉
門
誹
諧
大
意　

ふ
も
と
の
塵
』
裏
表
紙
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三
九

10
．『
俳
諧
十
五
篇
』
表
紙

11
．『
俳
諧
十
五
篇
』
巻
頭
（
遊
紙
ウ
・
一
オ
）
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四
〇

12
．『
俳
諧
十
五
篇
』（
一
八
ウ
・
一
九
オ
）

13
．『
俳
諧
十
五
篇
』
巻
末
（
四
一
ウ
・
四
二
オ
）
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四
一

14
．『
俳
諧
十
五
篇
』
裏
表
紙

15
．『
俳
諧
根
本
式
』
巻
頭
（
一
ウ
・
二
オ
）
冠
李
の
蔵
書
印
と
匡
郭


